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序章問題の所在

‘ 1~/iX: 7 "1ーは長らく例泌がないとイベじられてきた川本の令融機関のうち.1.¥)11剥[1守が相次い

で倣絞をきたし. r且J鋭~Jの1"1際的な物小lけも低ドするなど.1-1の内外を11I1わず114>:の令倣
システムに対する1.i .il!'iが:~'.i主に低卜したというむ味で記'隠されるイドとなった.

キi にWII組合の続'ì:\'I1佐和Ì'は，粁'ì:(' 1， の Ì!!\ tt行為など一般化できない~凶も あることは・w人

であるが.1';1じ協H組織として1.リ11.JU斤の令制!'F~佐を収総のtl としてきた民協続刊に対し
でも，いつにもJj1してIII:IIUの|則'L、が集まったのも、円然と iiえよう

l品協幸子':~・1， 謝l-0-1)はもとより.11政判、'i./'i'，政協研究1，としてもこの/111起には無関心で

はいられないが点際に必協の絞，}:¥，をどう収えるかという段附になるとあまりにも綴々な安

|刈があり，分析のイ/:)j;が鋭しい，

というのも， jA協は第一義的には協1';1謝l令であるから他の一般企業と見なり.']r;長によっ

て制l介HのためにrIは人・のポイ1:をすることを11的とし， 't;~' 利を 11 (~J としてその 'J~ :tを行つて

はならないJ(農業協/1;1まIlfhL!r¥8条)という。伝説が組合lt組合l刻係1，に似強〈イf{fする.

しかし， 一jんJでそのlハ1(1似的H内J を J栄J品4たすためには冷1微放な iリ山市h打j場の小で毒剥組i礼l綴体が粁'.バ，」守訂~.打;(1似的ド内J にイ必'd晶絞らq坑，tC してい

かねlぱzならないのもまた'Jドi:尖iι;である 加えて.地I岐l占主f旬1且lのf炭箆f協aの分化もr狩iし<.人
と j炭足;来匹μj地也，叩l;出;~:の J必泣協を 11い川"叶il一のものさしで従えるのにはもはや似採があり， 1-1が政策、y策する際

にもこの，1，'，(を 1 ，分~'11fi に入れる必決がある . このような小で波協の符'i;~ をどういう似点から

分析していくかを従4ーするのが本仙のs課題であるー

本稿が。I~ かれた 11" ;;tにある j足協続'i;~'の現状についてはlXî 3 ..;tでJしく述べられているの

で，ここでは間 l~ に述べることにし， 1組合、円りの純托!.?n'i;f，ilをみると，↑}iX:に人ってから

はJc"ri.itをピーク(J依 2，800)j l' 1)として減少が続き. 51ド肢には 7，033)jl[1とピーク時
の45%減までになっている その'1'でイ，iJlI. JUJ'i ;';ill"1 の;古り中がI~i .fll 62イドi.itの146.5%か
ら・I'.}ι51ドl.itには 225.5%へと相対的なIlVまりをぶしている

市1，は，例えばi:Jとして !，I_\' r:になりえない災協の指導下%~を終似しているわけではないが，

J~:t t6b本米の使命を米たすためにもまずj民協が続'F~'・体として作品t し続けていかなければなら

ないと与える，そのためには.tl¥一義的に災協の財務状況を冷徹に分析することが求められ

ている.

以|の/1川Il川!リlt姐{困iJ立Cむ!:i謙浪の卜ド-に4牛本h正;稲では以卜の射僧'f，}成必に従つてJt災:泣2協の絞，引:;日;司tを分析していくことにす

る 4本'.. 冶命」文には大き<2;~刊甘に分坤か、れ， 買第n部の r I瓜災協終?悦司の統川分布析iJでは y応立 1業佐協 1ト川1;1胤謝飢l1'介T粁，:;~. . 
3分〉析，Jti山l

まずz釣}1 卜い.. 巾，，~戸tでは ' 第 J ;¥ilを.i!.!iじて使川される統Ii/の説明した後，このf凶ぷデータを仙川し

て，従米、1;均官!iでのみt論じられることが多かったj必協の財務指僚がいかなる分イl'をしている

かをIYIらかにし，、lij&J似で.. 命ずることのMJ/について考祭している.また，一緒の指標につ

いては一般企業との比般を行った.
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tr; 2 ，';'i:では， ì: :t:!財務 111~~~~ を変数としたÌ'.成分分析により， 4つの 1'，成分を羽，'Hしてその

1~;'/ ，I，、によって政協の矧Jf;リ化を|立|るとともに，これらの i 成分にウエイト付けをした総合的な

}~:J: lhb の， 1" 耐liHl棋をも!c~長したうえでよ際にこの指紋による IU.~協の)IIM'i:f.)けを:式みている

め3，';'.:ではIjiJ2引の補完として， IIJ系列でみた全体としてのj立協の財務J人i>LのiJf:.ftを概飢
した後，J~I6b1l日の fii係の蚊/ーについて分析している ";'i の後、l'では胤校のM.i斉1"1 を，;1測する

際のイ在日虫J佐における JJi.伎の概念についてレビューして，式命的にjJ2協WIJ'H ;r~の，lJ，I.伎の粁約
十Lについて"liWJを'11'っている

iX';日祁の「I2 協粁'，1;~'の'人態分析」ではアンケー ト!制作と'よ態 I制作をJtに . Jえ|泌粁':;~'の抱え
ている川足止と今後のあり )jについて1.j'川'Jr;r~ を '1 '心に考察を加えている
うち，>Ii 4併ではアンケートにより J:J:協のイi官級i'lill化に対する対処のしかた，今後の>W
し，tt協合側に対するふ』誌が分析されている 以後のアンケートでは決協の{，リIJ'Jr~ と競作
すると_lJ.1，われる4リIJ組合と4リIJ令M"の職11にアンケートに宇与えてもらい，他業態からみたJ位

協の安をIYJらかにしている 従米，他業態に対するアンケートは例が!!!f:く，ユニークなz制作

といえる いずれもアンケートの'x施I I.~JVJ から)'，: I:II，¥'IIりを粁てはいるものの，ここで"命じら

れている!lIJmの市:tt-1"Iは!Jl.{I:もいささかの変化もみられておらず， JJl I~，1 点でもイI効な.i&ij命で
ある.

司~ 5.';'.'では政協が今後iJLむべきjflを探るため， ((.r，II闘における占srljJ:~協の'よ!民'j.1.i'供 ')

と機関1Æふ1/ の l刻係，地域IJfJ~における j立協の役;~'Jについて各テーマ 2;'立協を対象にした災態

訓併をi.!f!じて必然を加えている引に後.r，の 2つの問題は従米あまり I命じられる僚会が少な

かった.t，I，r:であるが，今後の政協の新しい巡を伎会する，'，で'f(:I:.'なIIIJ:lliと)j'える.

終 ";'1:では伐された I~:lilについて述べて結びとしている.
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農協経営の統計分析



4 

第 l章 使用統計の特徴と基本財務指標の統計的特徴

1. はじめに

総イ干tt協の財務分析がなされる場介，多くは各jfrt~ の・|三均1t! i をJl I いて|時系列(1'-)な変化を'1 '

心に分析されている しかし， )，!";¥'!として)11いられる、ド均のり:!ISJ.i1がいかなる分布をしてい

るかは必ずしもIYIらかではなく， 'J'jf) 111 iが:!IS卜Hの代d，(1t!iとして述、'iであるかはIYI併lではない

本市では全|長!のj災t.6l，のJI1Af，データの倒ぷを平1I川して iとして分イli)彰を'1'心とした統，i!的
制徴の犯併を行ない， it 2 ;;'(以卜の位協粁，::~.の広:，::.i'l'iilfi をねう僚のijl;備1'i'1\とする .

2. 使用データ

it 1;¥11の第 1I'~I~-第 3.';'( を i且じて，ノト 1111分析に 1!と川したデータは ， ri:ぷ1\1;;"";1 謝 lfr続，{;~.分

析。l制作J(以卜「最下何分析，制作」とl呼ぶ)の判ぷ 5'H1¥1j'-J立の1凶ぷである.この。制作は「総

介i~t.6l， の財務及ひハJ~業部 1"1)]11 経'，q'Jぶ払の:JUÆを IYI らかにすることにより ， r.~t.6l， hl改施策及び

l込協の経常&背指導にffすることを11(~JJ (・l'成5'J~ 1\ ~1ミj立 Faith!} の「はしがき j より)と

して，農林水PEギ?の j品業協 1 ， ;1剖l介 I;~ と"'Î~J司法業協 1 ， '1 制1イtql央会(以卜「全'1'Jとl呼ぶ)が協

)Jして1IJ:1jC:K胞されているものである AEt仇制作である総合農協統川ぷに対して，この調作

は初、本。剖1l'であり，‘|うお511'.)止の:!IS，d組合数は 240組合で 511'.}比ぷ総{71立協AJJ.イ1:数2，836の

tJ8%をカバーしているにすぎない.

サンプルの制徴としては，まず，制作対象/;:J:lhi，には詳細な財務データの"己中長が求められるこ

とから，']Uf，iI'.E'li体制がしっかりした比蚊的優iLjJ2協が多いと"われている 次に脱伎をJr

謝lMl}i数)]Ijで6附J刊に分けて，総イ干j品協統，i!ぷと分-<Iiを比較したのが次の第 lぷである

第iみ ， 1 出l~Jl泌総~IJI毘協数の分Aii

合計 500戸 500 1、000- 2，000- 3，000- 5，000戸
未満 -999戸 1‘999戸 2，999戸 4.999戸 以上

経営分析調査 240 49 43 62 37 33 16 
(構成上t.%) 100.0 20.4 17.9 25.8 15.4 13.8 6.7 
総合農協統計表 2.905 739 719 719 313 247 168 
(構成比.%) 100.0 25.4 24.8 24.8 10，8 8.5 5.8 

これをみると，500} i本 il~i， 500-999} iの枇初の2附J刊では総介民協統，，1ぷが25.4%，

24.8%と2附Mのイ}'-~ìIで 50.2% と約 T 数を， Ii めるのに刈し，粁't:~' 分析，制作では 1，，')じM の l l i め

る畑作が20.4%，17.9%であり， 0-:n. 38.3%とliij-/'jを「ド'1っている 逆に，1，000) i以kの

H\i:4 附1\'1 ではいずれも絞':;~'
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ンプルにはやや I-.)iにバイアスがあることがわかる

このように)'il'のサンプリングの川辺はあるものの， ;'，11 門日1)の以j，~ をみようとした場介，

総イ'i Kil品統，;1ぷでは 'ji5長 IIJ( j，，\:から 'F ;r~I" 1 抜 1'1 をノT しリ|いた'Ji.;'I':: *t ;f l)後の段附までしか'iIJ?:

されていないのに対して，幸子'::¥分割j'，I，Htではーt1s擬il;Ij，;IJ?はあるものの，れ;111へのk:fuを宅

胤した{まrI耳目1")))1)労働配分がけIJlされている他， 1人l剖11f令利，Q，指;!'j.;';llq'l.竹:l'1! ;'';~1'1勺がれ

;';11に配分されており ，純引占企までの;¥ill")))I)以止;が，d'J?されているというメリットがある"

よって厳術な粁'l:~'

3. 主要指標の説明

(1) 粁何分析の体系

f凶々の1111:先ii'i燃の分イliを述べるliijに総{rJi!.:: 1hbの粁'.q分析体系について簡1j1.にぷIY)して名

指紋のN:ii'tf，)けをしておくことにする.もっとも，粁常分析体系といってもはっきり係官さ

れたものがあるわけではないが， tt~I'(~J なものとして全'1' (2 Jに司"拠して必IY)することに

する

第2ぷはその体系を1)、したものである ここでは体系が総介分析，粁'日比十'分析，事業，部

門別成処分析， 5<:1升 Wi)別J&:処分析の大きく 4つに別れている 総合分析は!うとしてi'f1lr

刈llHぷと似従$il'n:.'~: の各J1lil について!日)11\)比較と相/(.比較を行うものである次の粁'ìUt'十'

分析はmi\対ll(1ぷや jiii，~， ilJ?: ， I ~ の耳tll から柿々の比咋'を t~~/H して財務や続'i:\ の状態に|対し

て判断をドすものである.'J ~淀川 1"リ~/JJ止米分析は制"))Jリの以止;を'1'心に 'F%11上の財務・経常

:lJ¥況を検討するものである 総合法協の粁引が「ドンプリ勘定Jにならないためにも-1;"J欠

な分析である.文j好Wi)別j丸処分析は丈寸:iillり止;所， 5<:I，I;1IiのIji.似で財務竹，'sI!を1jうもの
である 令官↑の効米がすぐにあがってこないことの1);(fkIに文JjJr止:J，I;の統廃介が進まないこ
とがよくあげられる そういう場介にはこの分析をすることが求められる

ここでは 2 待 11 の粁'i;~・比中分析に佼われる i 安なm燃について分イiJを l剖べることにする .

なお，このm棋の一部はtli3市の主成分分析でも変数として仙川されている
粁'.q'比率はlIH事のどのnll)utiを分析するかによってさらに幾つかのグループに分けられる.
総介jJA協の場合は1，，)じtli2Rの倒日1)比中分析のイI側にサプグループに分かれているように

111 .fタムルi!判比斗)以従ttlt ，t\ ， 労働'Uj'(刊 I七本 ， 制lM~の剥lイ干利)11'本，組合の系統利}I l't~ ，

JH;長成長引の6つの指燃11下に分けられることになる.

牛:，，;'(では一般介業の111務1tr{;~~の分-<1;の研究と比較することが j:.lliドJなのでJ Jj必疋協に犯独!I'Iの

折燃である剤組lイ介T刊iμiの荊組l{介干利川，tド剥組l介の系統利川b咋中+宇zのt折行f標fはI丸対‘.f象としない また， 1蚊t泣tμf後走のl成£ 
b以a判|についても i収R引イ刊|ド'.J:皮主のデ一夕をjハ川1)ハしい、ている凶係卜

て，1I1務安定十|比本，以後1'1比中，ジj仰IJII'.}if，'判比本の 3J1i 11に限定して順次検討を加えてい

くことにする 以卜， )11!iに各JH申告の，ilJ?式をノj、し， fI1i ljiな解必をする.なお，ー比して;nJ?:

式から怠l味がIY)(Iな指燃については説19)を何時したものもある



~ 2 表 〔見合.!Jt品絞営分祈筏，圭体系(例))

「ー比政貸fljj.j!lftぉ比殴1M，以ト1l!U

nHl:lι7<).'t台分析ート百分比Hf:'D.，!uq岩一百分上ヒiliI"\~I 川
L lJn~HI~ 打叩<< . ，1D守 jfì 1.，t~' WU 

，- ln y: 叩1'1~IJ川 IJ1I，，\!I'}烹 と分析

al¥r'j};!J叱古川-+-!Jt .:t~n!~r1~IJ罰 金，~H， と分析
」文Jif，別1屯liiι.¥l!Jつと分析
戸1¥;日安定仕上ヒヨー

ト収品位比;1:

トヨ;1蛇:Ullj比:1:
1~j):'ILt ，I:j1 1Ií 一一一寸トI且合同の切合，llf円，r

トーIJJ合の系統t'lm主

LmXf立及率

ぽ台比京分析一一一一一 l旨孜1とによる尽合軒叩分析 ClC 

，主) 全中 (2)p.l72 

(3m郁夫 応戸 'c)'lな 101.¥分t1i"I山分析

版死郁主串(士rl'r:;rr笠 : ~~l.対敏ぷ分析
日賀市芦 有名1土なーがi.!JJtt 日J'l11. 1M:，分

4主占分析

LHlil lI\ ~ 本{土性 ピ買仕 IJH"分岐点分析

6 
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(2 ) 財務安定十l

謝lイ干の財務の流動1"1 とみ・-1:1"1 を総イ';-(~J に測る比咋《である liil-i':のif，UWJ1"1は初期的比地から

みた止;払能)J を測定するもので，後-i':の'ム7イ~1"1 は WYJ的}よ地からみた安全十1: を叫IJÆするもの
である

I ) ifttff!由t'Hi'tf;:!

一般に次の 2指紋が)1)いられる.

①「祈tiI!iJ比千¥J= (流動1U{;_/流動f!も~i) * 100 

⑦ 「・'iW比中J= (、河川'1UU流動f，{!i)* 100 

いずれも流動f!{/iに対して作劾に換令できる1tP(;_の;判合をぶしており，流動f!依のJi.払能

)Jをノj、している 、'iW1tJiI(は流動資鋭から棚卸11υrを除いたものである 棚Wll1tp(;_はi以必に

よってJ)l令化されるのに対して、月同，1tP(;_は刻令イヒされるI'.HI)が知いJoi.!U)のfIi縦であるから，

、 'íl'Îりヒヰfは流動比中よりもさらに日日械の文払~;jとに対してL七、えられるぶ払能)J をぷわす.

2 ) ム全1"1:fi't折、

安全1"1指紋としては以卜の 5t(i 11をとりあげる

① fll，jA比中 [J= (1'¥己資本/11，j定資此1* 100 

② fll，j)E比率IJJ= (1'1 己資本/ (1川定資陀ー外刈11¥1t)1 *100 
③ fll，jA'kJU)適合キリ (l1，j ii'資本/ (l1i1ii'1tpiH総延n政)1 * 100 
@ fl'¥ 己資本i七本J= (1'¥己資本/総資本1* 100 (fitj1<l!t'l式)
⑤ fJlj・1料'J= C1r1l¥令/Jtj'令1* 100 

① ・3は1，'，jA'1tP(;_を1'¥己資本でとのくらいJlIjえるかをぶすfi't株であり. r }~::;r~協 1，')組合JH

1先処)J1l)同"令J(以ド fJt1)'!;令jと附す)の)PI"では， ①が 100%以上，②が140%以 lーで

あることが求められている なお，①の一般令融機関、ド均似は{，OIJ謝lir . f.¥}1)令r'lo'で300%

liil後，柿di1N:riで600% 700%になっている 21
@の1'¥己資本比与がについてiill述ではjえ協で6%以上が妥求されている ただし，iW述では

紺iかいか式で，i1かすることになっているが，ここでは的l'U?式を採川した 31

(3) ~;mtHi'tf)~ 

①「総資本~)({，佐木」 ニ 〔 吋 JUJ刺余念/総資本1 * 100 

② fl'¥ 己資本収従〉ドJ (、'iJUJ剰余令/1'¥己資本1* 100 
③ f 'J( .t l~: )Jj!'{ 'i比中」 一 (' J ~ .t l~: :I' I'j 'i /ιJi3住総利従1* 100 
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(i)の総資本 l以係不は資本 ，J，~辻の):::W がf77象されているのでた柿 /I\jの比蚊が "Jí徒である ' @
のi'I己資本収任中は.I人);¥/I，¥';-I.'iカ旬、 i分で1'1己資本比中が低卜して'ムt全十|が低卜した場イ干に

ふ分りの11f(が減少したl刈係で欽似が1:11する場介があるので取り似いにはrIぷを'&ーする

(4 )ジ;j1~動 '1 必tUt咋t

①「労働総'UUtJ ('HJ:r，r利後介μ//市助役i段11数〕
②「給'j分間付'J= (人1'H'I /'J~]Ut~利後) * 100 
③「イ，rJlJ;';/I'ì;\・勤役戦Ul 人、''1り Jti'ィ~~iJ

= (Jri'金、 I' .ßJ伐，':~/1， ì川 ;1廿ft助役l除H数1

0H共済部'{í~'助役職Hl 人吋 り共済uイi契約，'，・~J

= (長J~J共済保イj一契約，'，':j/共済部':i~'助役l鉱H童文〕

⑤ rJ!llil'i ;'1/1'，';¥'助役職111人、"1り勝目仏供給j'，':jJ

= (U昨日仏供給，'，':j/II.~;n尚治助役峨 Ll欽〕

⑥ n以"J1~ ì'~-ß常助役職LU 人 、'í り JI!U~品 i以必，'，'G J

= (J以jじ品 i以~'r:，'::j/l以 .;'~ti廿JR勤役i鉱H主主〕

Q.の労働総ノ|凶1'/は分[-fこ一般'II'J:の場合は允I'.r'，;jをとるところであるがJ hぷ協の.t;)j{1-~J ~ 

1:収{，~の'Íf lìl をとっても j止協/lUで ;\/II"Hl~1必がかなり ~N なるので. /，;1じ以係イ';-.司令'i'Jiでも純以

従がかなりiもなる場合がある よって，ここでは相l利径の-fT(である・HJ:総利後を探川した.
⑦はJfうまでもないが，数'i:はHいほうが明ましい

1)-⑤は民協独i'Iの1l'íf;~であるが，災協 /IUの X:がぶしく，多様化したlJZ協の安が以従に l '・1
紡するj彩でぶれるというぷl沫で深川した

4， 主要財務指標の分布形と業態問比較

(1) )/1いる));本統dl，:lt

lìíJíl↑Jで出した作JH燃について以卜のJ，~4>:統 ~n';I¥.をd/J?することにする.まず，/，心的傾向を

ぷす胡11J止として①・ド均仰!と②メジアン(，/，火似).次にばらつきを.kわすiJIlJJ.立として③係市

似万と①公由UJ係数(=③保市制X:-:-①γ.liJ)， J副長にヒズミとトガリをぷすilll1J止として⑤後

j文 (skcwness)と⑥尖j立 (kurtosis)の，i/6 J1'l"を，iI:i):する

①~④の統il l -.: ， t に|刻しては/f，'J に必191 を~しないと .I~I，われるので ， ⑤ ・ ⑥に|対してのみ間lii 

な必IYlを加えておく
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まず， ⑤の-;t!正と⑥の尖j正は以卜の式で定義される

⑤ M d市エ(手)

⑥ 尖l立 しト l ):;功一ぷXJ~~n -占iE31
ここでn，x

J
' X. Sはそれぞれ，サンプル数， J併11のサンプJレの11!(.味本・l'均， f，M に

J.~づいた標司HMlーをぶわしている.

⑤の司、l比はj正数分イ1Iの}PHf)、1'1と)jlilJをぷす統，d';，::であり，このイ!iがOのIf.jは対称分，{Ii，

11:のII.Hi)，に似った分イ'ii， nの1'.¥はイ:に似った分イ1Iであることをそれぞれぷわす
⑥の尖);(tは分イIiの'"火の尖りJ!.{?(あるいは“スソ"のkさ)に|対しての↑t'j:綴を 'jえてく

れる紙'II ; I~. である.この仰が O の1時は 11 規分イli ， 11:.のl時は』ト'.M5}，{liより '1'心が尖ってl山j.，liに

スソをづ1<分イ'Ii，flのIf.jは'1'*絡が側、l'で1，11リ端が切れた分イ1Iになる !:f， II~I に参与までにす一

j立と尖j立のねりの剤lみイTわせによる 9 通りの分，{Inf，~をぶしておく.

以 l の統dl; ，:. を，i1 :n したうえで作折悼のヒストグラムを揃き，各Hr{;~~がいかなる分，{Ii をし

ているかを検討することにする I，ojlf.¥，に，科指け、が11:規分イliに従っているかに|刻しての適fT

度検定 (x2検定)も行う.
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第 1図 歪度と尖l支の組み合わせ

句、: b， <0 
I tr・3

b，言。 b，). 0 

b〈O|」:出:14:
b. = 0 」:lム:|ム:
b〉O|」:山:ι:

〉主) 奥野 山田(1 ) p.50. 
ここでは歪度 (b，lをヒスミ、尖度 (b，)をトカリと呼んでいる
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(2幻) 1併守刊J指H附在燃R の)，~4

(1 )で"必』見vゆ別p則jした青統止l凶d-J川"についてM川肌(tに'品必必lゆ別y列lする.ただし， 徒出と尖j比を)，~咋r にしたう.;-"'1; の

iMりについては (3)でまとめて特則することにする.

1 ) 財務安定1'1

tlï3 J<で)，~4>:統 I tI";1:.をみると，流動十|指紋では流動比中と、'i州比'十'とも‘1'..l{Jが 101.8と

100.2でほとんど 100に近く，かつ変動係数が|祭中って小さい これは，一般の!製造業と )'J1¥

なり ，総介jA協の場介， uH'，').t!!，日必のイ:UJ(fU!i.l ， 1I')j (1'1依+資本)のそれぞれの介“|

の9押l以上をWIJ部I"Jの係数が11jめるという金倣別財務になっているために， 2つのlt'がと

も分りと分rのJt!{がほぼてすしくなり，どのjJ4協も1，I，j.r，.の数'{:が100%liii後の欽イI!tになり ，バ
ラツキが小さくなっていることをJ:i.映している.';1~J立は l山j者ともほぼ O に近く 100 を"，心と

してほぼ対象的な分イl'をしていることをぶしている.ヒストグラムはl山，j.r，ともほぼHA韮な形
になるので，首¥21:;(1に流動比ヰ'のみをボした

tI'l3み財務'T::.i:l'tJl'i僚の)/0;本統111.:.:

流動性指標 安定性指槽

単位 流動比車 当座比車 固定比率l 固定比車11 固定長制適合率 自己資窓比率貯貸率

平鈎 % 101.8 1∞.2 123.2 2倒.5 159.0 4.9 25.2 
1;" 'f7/ % 101.6 1∞.4 1∞.6 140.0 130.3 4.6 22.1 
噂準備畳 % 2.7 3.5 87.3 251. 5 93.9 1.9 13.8 
萱働係数 % 2.7 3.5 70.8 123.0 59.0 38.2 54.7 
重度 0.3 0.6 2.4 6.3 2.2 1.5 1.1 
尖度 1.6 2.1 6.5 58.6 5.2 4.7 1.2 

安定1'1のt円以ではIlil:.i::比千 1. Dはそれぞれ123.2%，204.5% とJl1J.~令の J，同"を il:tiたして

いる?しかし，他の令倣機関の欽'[と比較すると凡劣りがする

n 己資本比中の‘v .t~J は 4. 9%で附似!:lì式ではあるが， l!!ijfが1Eliltしている 6%を1''1''1って

いる 変動係数では1，'，I:.i::比〉ド 日が 123%とバラツキが大きく，仮出 尖jえもともに他の指令官

をかなり卜-.1"1っており ，かなりf.Jった分イ1Iであることを示している.

{，t川'Ji;粧の収誌の多以のメ JレクマールとなるJl'i'1:r咋'は 25.2%にすぎない.しかも， tli 3 o';~ 

でも述べているようにこの相はjl~ 卜傾向にあり，イ， tJlJ 'F~の収俗jll 卜の出〔凶になっている .

また，後でも終J'j!しているように，分イ1;はん:に似っている(第 71刈) この1'f;ょにはい|内に

おける地域IIU物足という川泌が1'f;川こある IIJ能刊がある 本以 (4Jによれば.lP，j利 50"1'. 

1立本のJtj・1't'がは，北海道，見t~ヒ. 1十j)Lナliといったjた染地'li?で 60%を趨えるなど，.i'iTその

水市‘が [I，'5 1.t、と"うことを除けば，さほどの絡l~::がd、められていなかったのに対し， 千 Jぷ 5 {J'.

l:it..kにおいては 'Ifi l則*のJl'j・1't'容は 43% と ~IIH した感がある -)j， 山陽， 1凡11~Iのそれは 20%

を1''1 ''1 るなど，大きな地域1/日絡J~::が必められるようにように公化している ，
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2) 収係十|

t(ï 4 ぷにみられるように資本収侃咋tの・p~)は総資本以.(，~，がが 0.2% ， n己資本 4.3%となっ
ている.11'b_'・として一般令似機関の、ド均似をぶすとへ liij./'fが 0.3% 0.5%，後1，が 8%ー 12%

，f'Uitになので，いずれも)'，:1ト1"1っている.'W!fi 1~， 型iln比キ'は愛 !fdJi.f，~主が 13.6% とノトさく ，

ハラツキが小さいことが引徴的である

第4褒収益性指標の基本統計量

単位|総資本収益率 自己資本収益率事業管理費比率

平均 1 % 1 0.2 4.3 93. 1 

iディ7ン 1% 1 0.2 4目1 93.8 

4軍準偏差 1% 1 0.3 6.2 12.7 

変動係数 1% 1 125.0 141.9 13.6 

歪度 1 1 0.6 -1.9 0.0 

尖度 1 1 4.5 20.2 1.7 

3 ) 労働JI係十l'

首~ 5 ムの*.'i*によると ， 全体としてのジj-働'i'_ siiC1"1 の指標である労働総'lj~l1と給 'j 分自己咋t

は，他の日III"J)JIJの折僚と比較して相対的にハラツキが小さい糾に給')分自己，事はすiUえの111(も

小さく， lil:f)，・イi).t，f;i;の I1脱分イl'に近い分布をしている

mSl< 労働'1応1'1指恨の)t;本紙lij-:I:

1言周部常動役.員 共済部常勤役随員 踊買部常動役職員 販売部常動役聡員
単位 |労働総生産性 信与骨配車 1人当り 1人当り 1人当り 1人当り

貯金額 共演保有契約高 踊買品供給恵 販売品販売高

平均 千円 7守796.4 53.0 884‘828.3 1.3郎、891.3 47.412.4 332守477.3
メ「ィFン 千円 7町332.8 53.5 823守998.4 1.301. 028. 8 43司自24.6 285守534.4
嫌準偏差 千円 2.318.0 8.5 324町551.0 494.223.7 17.359.1 250.603.0 
宜勘係数 % 29‘7 16.0 36.7 35.6 36.6 

重度 1.7 -0.3 2.1 0.8 1.6 
尖度 5.1 0.2 9.5 0.8 4.6 

;';III" I )JIjの労働J I 兆刊では変動係数のfll( は 1，リ IJ ~II川 共済;';III"J'WiX'i品川では 36%liir後で

あまり;~~がないのに対し ， )以必ms門では 75%と相対的に大きな似をノl、しており ，J.え ~ll'.fli'i

における炭協の多紙化をIx:l決したがi%になっている

75.4 

1.9 
5.4 
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第8図 1己資本収益率
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第14図 1人当リ共済保有契約高
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(3 ) 名指紋の分イ'Ii)~の~~約と一般企業との比較

以|の*，'i%を特に官J止と尖!止の数'{ーを)，!;却にして分イlil¥リの側山ーから牧J!I!してみよう.まず，
t(j6ぶにはボほと尖!立の 5%イJ'/:5:/，(がノj、されている ω.

このぶから判断すると，ノト1"1のサンプル数は 240であるから，厳正しくみて，信j立で 0.3.

尖j且で土0.6を起iえると 110m分イIlとはいえそうもない.

iX¥6k 司、j止と尖IJlのイ!白、山‘

サンプル数 歪度の 5%有意点 尖度の2.5%下限尖度の2目5%上限

50 0.518 -0.82 0.83 
100 0.384 -0.64 0.75 
200 。目278 -0.49 0.56 
300 0.229 -0.41 0.47 
500 0.170 -0.33 0.37 
1，000 0.127 -0.24 0.26 

il::奥野山111( 1) p.50 ただし. IILi!fは部~.Il!. した

この)，!;叩zから全 16指標をt(j31ぇ~百~ 51J:..第21"'1-第161;，(1を川いて快Jll'すると，第 11;，(1

でがした 9パターンのうち以卜のような 4パターンに整列できる

1 )ほぽlI:m分，(Iiとみなせる分イ'ji (1 指標)
給'j分配b事(t(j121立1)

2) ，ほまlぽま幻1介対‘H私称4私、分イ布11で1，1帥州d山刈1，リl封端品にスソがl長4い分4布i(2指除)

i流A庇tiJ!勤由比咋中， C'(第\21似x刈刈1)下lドlJ来匹引4竹'"\;;fI則1' 1貨t 比+(耳第~ 1叩01μ附1刈刈lリ) 

3) / 

1I附J占川;1心以lじ川主礼μi江:比〉斗t;1 ( 苛第~ 3引|以x刈刈1) .1.川J山川山t町川，1山仏1~仏~広~ιiと;比中 日 (第41;，(1) • 1，1;1 iI2 L~JVJ適合ヰ， (め 51:;(1) 

・n己資本比咋~ (t(j 6 1;，(1) ・Jlm呼， (第 71立1) ・総資本以従ヰ;(知81立1)
労働総'1'.pI'i刊ー(t(j11 1'，1) イパ JIJ 部.:;~.助役職Hl 入、'í り貯令布i (t(j 13 1;，(1) 

・共済訓s'ti~'助役職lU 人、円り JU;州民イ1 契約，':~ (第 141百1)

桃山部市助役l隊111人、'iり購11db供m，'，':j(節 目|立1)
l以ッ，I~~ß常助役l臓Hl 入、'í り版ノ，1~Ltl~t以必 ，'::j (第161到1)

4 )れに仏jり，かつスソの長い分布(2指標)

、~川会比中(以lは なし) • (1 己資本収任守;(t(j 9 1耳1)

以上のように.)1称分，(1;とみられるのは 1) ・2)の 3-tl1 t;~~ にすぎず. 16指紋のうち 11

折原までが3)の庇に似り，かつ(イ1に)スソをひいた分布になっている 'よ際，総ての指

標を対象に，){;h1Jiした.110m分イ11に|刻する迎合成検定においても. 5%水市もでけom分イliとみな
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されたものは，給'j分配咋tのみであった.ただし，この紡*は，ヒストグラムを作る際の附

級の取り )jで微妙に変化するし， )'l， ':i~' 11(' によっても Jj~仰を受ける しかし， IZ協の財務指紋

に|刻する限り，ほとんどのものは11'.脱分布をしていないといって大きな11¥1述いはないといえ

よう よって， 1t，(.f)Jに述べたように‘l'均似をjJ/いてぷ協の財務分析をする際には l分なiLむ

が必決といえよう

以 l の車}i~ーを奥野 ・ 山川( 1 )の一般企::fi73011のlY，j利 49イ1.3j 1 JUliたt?の財務データを
対象にした研究と比較してみることにしよう.かれらの研究結*のうち，共通する mf;~につ

いて分イ1;)惨を分~jすると ， 以ドのようになる

1 )ほほ刈林とみられる分イ1;

{史川総資本ιJ(.t利1.<I:'本 11，1:.El":JOJ適合'字 i'I 己資本比中

2) kに仏jったう)-，(j;

づ1':hi斉1i.H，下町利弘守' 流動比ヰ' ‘竹内比咋.~ • II~ :.Ë比千'

以 1 '.のように一般企米ーではあH~、分イ1I になっている使)1/総資本・J( ;r~tリ任咋， (政協の総資本以

4五'容に相、円)'11，1:.EkJ9J迎合中 i'I 己資本比中の3mt::とも民協ではλに似った分イ1Iになっ

ている

逆に災l必ではほぼ対称分布とみられる流動比千'は一般企.tでは;，:にiMった分布になって

いる.また， h止協ではイ1に似った分イl'になっている、'i片山比十、とn己資本以係咋(一般企業の
発行済資本粁';I~'利係咋'に州、'í ) は一般イ在来ではやはり;，:に1M った分布にな っ ているという逃

いカ引1'.じている.

( 4 ) JI.j'.o;fl'i-l;:WUの相|刈と伐された北地

以後に!:f;7ぷで今まで分析してきた 16J¥1-1:::のI/Uの相l測をみることにする.なお，この際

にHI時に力11:1UI却の倹:.Eも行った ぷの'1'でIILlilJでIJHまれている数，f はJ!!r:相 l刻の九}~!I:í反必を

1%の水市で.w:J.;jJできないものである

車J1 月~を全体的にみて，他の}i1f，-:lとイfl:iな相|均がないJ行株はー郊の指紋に%'1'していること

がわかる この点にitllして，いくつか制f量的な/.iをあげると，まずltJ'1l.'咋rは安定判指標も

fiめ，あまり他の折伐とイf，1:J:な相|刻がなく， JUJ1統治']r)佐を除くジi5'低ljtU(1'1とi'I己資本収

占企斗fとのみ1U1泌がある

また， JU斤.R品目 以必オキ'JU佐の労働'1ゾ(1'1は他のJ!illと相|刻がなく， 1!リ11'1 の~tJ..Jで i}とま

っていることが掛測される.

今後，分析するfl'i-l止を拡大してこの}，I，(をさらに細かく l制べると興味深い車H*が作られる"1
能刊がある さらに，各財務1-rÎ{;~~の l時系列変化と相|剥|対係の安定1'1 のチェックが今後の課題

となろう.また， .~引i\'fII[の取扱の検J、j も必~ーとなるだろう
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注

1 ) 以 lのようなこの向統“¥."，合的た1:1協にl則する統，，¥の解，JI，と取扱lーの1¥0.止にl目しては'1'):0[3 ) 

を参!KIされたい

2 )全¥.¥t品lnJ11¥)& [5) p.225 

3 ) 、ド成5"1・3)J3 1 11よ必平i.1込林水版/1í ~t;"J~~;9りでは 11'1己資本比中)，~相J は以卜の tì ょによ

り rl;a凶¥，，1組合にあっては6パーセント以lを，):11.協¥"J剤l介述介会にあっては4パーセント以lを

11僚とするJとしている

tiAは以「の.iillり なお，.{>;止のままでは1-"(みにくいので.ここでは分fと分l主に分けた

(分n:1'1己資本の事i(資本助広 (外品目制UI¥y;';;狐(配、可及びi'l:Jl1t'jのF記事iを ，う， )を除く ) 
+"r.引吋令勘定 m例引、'i<i}.(仏券償J;jJ科目IJ勘定を除<.) +i且臥給 'j，'JI、円金
+その他の引、'i企H¥別iL1の引‘円余) +税対J法相、月額として別に}しめるもの)

(分l:j) 。総1t見?の事i 仙務保防比比込山Jλ:のうち日jに主主的るものー仏~(1U4l 1.\ 別勘定相l 勺事i

4 ) 粁1可分析凋1t の十世~，~. I'}の*dl.，¥.*は，この数寸よりも低く， 1材記比ヰ'[ nのド均はそれぞれ

104.9%， 14l.4%とμ己きれていて， '!うじて財));令のJ息地を1-.111¥っているれJJtである この料足のXは 1'，

均の.I\n の11:); の，~dこ山米する 鰍~';- il}では比中のド且Jを，:¥"I')する僚には 全l‘lの12品協のnilrN!K1ぷの数
'j・をイ~，iIしたjIs，i\ tfHVN!~llくを作成し，そのうえで比't!を J\ :1')しているので配，果的に大脱悦農協のウェイ

トカhlUい川知鮎*になっている

これに対して， -1<，~丈では各農協の例々の比ヰ'1'1体の、ド均をとっている。どちらの，;\ti:)jil;が良いと

いうことはなく，分析11的に止、じてi起伏すべき1I日組である 本市文では例々の位協の財務桁恨の分布をみ

るのが11的であるので後.r，のjバl、を保I!Jした 他の比中の数'iの足もI"J織のJlI!山による

5 )全I'tt畠1nJ11¥1&[5) p.229 

6) 対象jIs¥.Hが，1規分AjiにもLうとき.ランダムにilllll'.した n似のサンプJレから，i¥tiした程度と尖肢が.

5%の崎市でそれより大きくまたは小さくなる山、のことを 5%イj怠点、という このぷでは，ポi.itの分.(Iiは

)，イiN林であるからその絶対11([で，尖!止の分イl'は非m昔、であるから， 1阪と卜似が'jえられている奥野
11111/ [1) p.50 

引用文献

(1 J 奥野忠一 山川文道 r'h'i械化II~代の幸子;ì:~.分析J (JI.[;;t大'}:/¥'，J阪会. I~j利 53 {¥'.) 

(2J ~lklJ足業協\，;)剥lイrljl 央会制『財務~~・.l'\! ;('i 3 J坂J (主主の光協会， 千!ぷ 7{ド)

(3 J ，'，向Iy)仰 rJ二村令倣紙。iIの凡)j'使い)jJ (来湯川));.I~j和 58 "ド )

(4 J 本以 久 íJ品協系統イ~般~のJ)l状と，，*:Il1J (r;，白菜，農協令倣をめぐる HU足i と~

:Il1 ;;aililJJ立金融， 系統令制~ì'.ll仰の将米呼に|却する I制作 、l勺ぷ6{¥.I立?並行，I:=J. 

jえ村令悦~研究会， ‘ l勺ぷ 7 11'-)

(5 J 全1'1協，，;)1¥'，版制 rJA役Hl似 1995イ|版J (:'è:，.k"~I，山 1'，版，、|勺H イ\ . )
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第2章
主成分分析による農協経営のパターン分類と総合経営指標の抽出

1. 課題

{七伝iム、統[的I内9な終'，i日正

リり¥(jド刊門"吋tリj家がl以毛Uイ介|ド-の母符干験から有椛?つてきたノウハウにJ必主づいて絞宇符?診断をドしてきた しかし，こ

のjん'ji仏tでは一白総昔のlり'l引qド門"円EリJ;家ま以外はj則I.J-，f;務草を総合[的内に"司-1'イfdliするのが附難であった
これに対する Iつの1"1終は， 1920 "1代にIJH発された，ウオール(A.Wall)の指数法 (lndex

method)である これは第 l ぷで，J~IYJ されているように，選択した各指標にウエイトをつ

けて加かする総令指申告である

j込|必の場介にも買~2 k.のように協I，;J組作である}，'，iを与厳し，組l令11のj立協利川中や車II令n
#>の系統平IJ川 i ヰ'のようなmj;~を加味したm数ì-lが配当主:されている

しかし，一般に財務折株IIUにはかなり相|刈があるのが将illiであり，単純な指紋法では各指

株にJ七illiにfTまれているt<!1AIを配位して，;l1?する恐れがある また， }IJいる指僚の選択も慾

_O:(~Jになりがちである .

奥野 山111( I )ではこのIliJ泌を解決するために一般企業の財務データを対象に主成分分

析を<1'心とした多変 ;l l解析による包折 (~J な分析をわい，企業財務のパターンの羽1111'，と総合経

常fI'i燃の作成に成めした 本稿もこのl点米を)，~に ， 凶 H *llイ干の t<!ぷを勘案したうえで1111過の

JlHJ5データに F_成分分析を』もし ， J12協のパターン分茸!と総介絞':;~'指標の-llllll'，を立|立|するもの

である iIうまでもなく，総作成協はじ川 共済 'F~のみならず経済 'J~業や加 I:'M世ーなどを

併せもっているため，一般11可決以上に多柿の経件指紋がイfイieし，帝粁モ，)日a可¥-v状t態のt包止J釘円川J的内J犯巴』似h耐iを"州4 
捌鰍』にしている よつて，J.炭又|凶溢にこそ多変!以1八¥1¥餅IH析析n庁r一による経'J;¥
次2第F口，である1)
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第lぷ ウオーjレの指数11.:

ウオーJレは.1920 "1'.代に比+分析をJk伐とする粁何分析の)jlliをj正悦lして，その発l正に大きなμ献をし

た.指数11、は，彼の弘~ lIn した総()'((1tlJ断訟である その判徴は，選択された存州の比rに対して，それぞ
れの if(且'IJlに』長じてウエイトをつけ ， それを令川して~;長令体の，j千 l，{ と する rJJu if(比軒総介法」 を探川し

ていることである

。)，'{fI!:血lt't!3 .動態iヒ、t'4 ，，[ 7 HIのiじがを選択し，それに令体を 100とするウエイトをつける
流動比率 25% 尚品[II[中ム本 10% 

資本n仏比率 25% ゴ'eUI(ð~[II[転'f 10% 

l判定比t! 15% [I;[kfω'[[II[転本 10% 

['[ 己資本 [n[ 転十.~ 5% 

② 多数i1' 1のiヒ，ドを )H~として除却比~t: を点的. (科昔、来の比，tV療機比'nXIOOをlU'ごとのs汗
f同仙([則係比ヰ¥)とする

評価に際して “除却1比三事"をぬ人しているのがiUlされる この僚機比~fは .n輔:r 'l'均，韮致 ql{u数

のす1神:r'l'.l'Jfltである

G) Jt't'ごとの..'t-側仇 (関係比、nにささのウエイトを来じて{l-n:l.-.総合指数をtl/I¥する この指数
は ， その~;匹の科事I1比斗fの.. l仰を総イ干した*/i-*をボ1.-.100以 lーであれば政相以!ということになる

比1! ウヱイト k聖地比中 :A際比吟E 関係比+ e子十価

(1) (2 ) (3 ) (4)=1∞X(3V(2) (5)=(1)X(叫 1∞
流動比中 25% 2田% 220% 110% 27.5 

資ぶ~%'1比吟e 25 150 lω 1冊 26.5 

l川A比中 15 250 220 83 13.2 

iI!i品ド'1".中 10 8∞ 6∞ 75 7.5 

jし 1:債昇1111+J沖e 10 6∞ 5∞ 83 8.5 

品1主i:fili'1"1 Id' 10 4叩 4∞ 1∞ 10.0 

i'I己資本川恥中 5 3∞ 240 80 4.0 

指融 l∞ 97.0 

111典奥野 111川(1 ) p.84 
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首i'i2ぷ 総合政協の母子科Jtヰ'指数1<

1宮比守E ~.式 .tIli.IflUJ1li t，申比中 実際比咋《 1瑚係比eド 相対価11(1廿E主 比軒目1Iよ童lι引

(A) (8) (C) (D)=(CIB) (EI=(O*A) (F)=E/A 

(ウエート) Xl凹 7100 Xl∞ 

1̂1A:比中 i'I己資"'-"̂1;止 15 2∞% 120% 制% 9.01.'，( 60% 

fi班:

貯貸中 貸出帝tm合 10 50% 30% 60% 6.0.".¥ 曲

腕rrM 1111 +J; ~( 賜HMl供給j血 5 15101 11 flJl 73% 3.7山 74 

価IJJIli品ド妓

受取勘定!ul+1;咋t 持'11;tj責鼻先 5 101"1 61"1 切 実3 3.0内 ω 

'1官l

Jじ入資本村付加fiぶ比中 付加!資みIll¥fi 10 3凹% 220% 73% 7.3 i 73 

合

総資本利占在中 『期制~世/総 15 1.0% 0.5% 50% 7.5.'江 50 

fi~早

活動役駿III人 ' Jì.;長総利 1，~/lll: 10 850 jjl'l 760 )jl'l 89% 8.9内 89 

『り。11果総利益 駿!U'，

組合HIJ;吋りJti世帯1 貯金額/組合u 5 8回 )j1'1 1，000 Ijl 1 125% 5.0 }.'.'. l∞ 

J'盈 (6.3点}

勝H証i益分岐点 実際供給尚/剖i 10 100% 80% 80% 8.0点 80 

指畳 占も分自土山供給

高

'1111総利益成院中 『期総利1M1);] 15 115% 110% 96% 14.4lx 96 

期総利払

令，it l凹 72.8山

(74.1点)

/1¥典 令。l'[5) p.215 
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2. 分析指標の選定と基本統計量

分析に係川する指標としては検討の車九米，百~ 3 衣にある 16 のm{;~ (X，-X
16
) を選定し

た このうち， X，-え はいずれもストックの指標で安定性指標と呼ばれているものである。

特に X，. x.， に|則しては流動1'1m{，~として I>{別される場合がある

X，-x，は経営効率性を衣わす指線である.このうち，X，' X，はllJl..(.主伯指標，x.，.x，はジj
f動引二兆十1J廿布告として細分化することもできる.

X，-x，は一般企業を分析する際にもJIJいられる共通の指標であるが，次のx，-X
13
は協同

組合の:l'<!ぷーを考慮に入れた，剥lイrflの組合平IJm唱のi匂さを表わす指標である うち， x，-XII 
はJU商事業も含めた金融lliiでのj品協平IJJIl準を， X12 • X

13
は農業生産にl則する投入と販売ー山で

の組合μの農協利m準を示している ただし， ïlíJおと後者では抱標を ðj~ する際の分f:j:が災

なり ， 金品皇 位jのJ行機では全車~l令H数を分 l主に似JTI しているが，後者では正組合只の数字のみ

をう}r:J:にf!tlllしている

X1，，-X11Iはー比してIYJらかなように規模を衣わす指様である ここで X16の事業総利鈍は

一般企業の光上高に対応するものとして採月jした

第3，臣 使用した経営分析指標

位置骨析t首相 単位 平均 栂準偏差 置量由係数 Zす貰式

X， 海勘比* % 101.8 2.7 2.7 {流動買産/流動負慣)・1∞
X， 当直比皐 % 1∞2 3.5 3.5 (当直寅産/流動員ll)*1∞ 
X， 固定比*， % 123.2 87.3 70.8 {自己責本/科部出買を吉む固定置瞳}傍1∞
X. 固定畠瑚適合串 % 159.0 93.9 59.0 l園定貰本/(宙定資産+繰越寅産)I・1∞
X， 総賀本収益.. % 0.2 0.3 125.0 (当蹴純損益/平均使用総寅本i・1∞
x‘ .銀総利益対・JM管理費比率 % 93.1 12.7 13.6 (恵轟管理費/恵轟総考Ij益)・1∞
X， 労働民生産性 千円 7.796.4 2.318.0 29.7 事量総利益/平勾常勤役聴員数

x‘ 鎗与骨配車 % 53.0 8.5 16.0 給料手当/車業総利益

X， 組合且1戸当たり貯童頗 千円 9.598.9 6.741. 6 70.2 貯童平勾妓高/組合員戸数

X" 組合員1戸当たリ貸出量 千円 2.521.5 3.加6.6 120.8 貸出金平均残高/組合員戸数

X" 組合員1戸当たり共清保有志 千円 51‘457.5 18.335.7 35.6 長則共il!保有契約高/組合員戸数

X" 正組合員1戸当たり生産揖材嗣買高 千円 778.7 941. 9 121. 0 生産寅材供給高/正組合員戸数

X" 正組合員1戸当たり販売品販売高 千円 1句565.8 2.725.7 174.1 販売品販売高/正組合員戸数

X" 絹古血戸散 戸 3.146.6 2.973.0 94.5 

X" 貯金平国残高 千万円 2.845.4 3.054.4 107.3 

X，‘ .轟総事1)益 千万円 102.8 96.1 93.4 

第4去はこの 16指標の相関係数行列を示したものであるが，グループ11}に笑斜iで閉まれ

た範凶の指標の11日にはかなりおい相関があり ，最初の課題のところで述べたように単純な指

数法には il:J~があることが孤認された
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O. 
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O. 
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353 

0.483 
0.509 
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0.649 
0.498 
-0.717 
1
 

0.421 
-0.394 
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420 
-0.432 
-0.653 

0.811 
-0.655 
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3. 分析結果

(j) Uぷ分分析がi*
16 m似の fìi. 1\1 は I ， ;Jーでないので ， 作1rrf;~~から・ 11..l~J をづ|いて4京市，{W;(:で'，lfIJ ることにより γ

均0，f;~ iV! fl~ ;(': 1 に)，~i\r!化してυ| りした.

買う5ぷに 16m伐による F.J五分分析のがi~~ をノl、す 車;'i.*は良好で，::N 1 j 成分-~;4 U成

分 (Z，-Z，)までで以術評 Ij.}本が79%にjfしている 1"，1イf{[{iは第5主成分までl以卜ーであっ

たが作fl'i燃の附 r~H:n， :: (名指紋Xと l成分Zとの相l剥係数)の絶対11{(が小さくI'.成分の

解釈が燥しいことから，この第 4j:成分までを採川した.y守i成分のむ1床も1*1ru1'，:u，:の絶
対仙の大きい-Il'i僚にi1:/lして解釈すると比蚊的'作劾に作られる.以卜それぞれにみていくこ

とにする

第 1j:.成分 (Z，) : X， -X4 の安定t'1，Jl'í t~ ， x， -x" の*-1'，;:(.効キ~t'Hl'í燃の 11{(が人きく，次に

x.'X，oの車Il{干よi の令制!凶jの平Ij Jll I止を 1)くす tfít~~が続く これから， Z，はjえ協の令般的な財務の

後MIをみ;わしていると解釈できる (x"とX，は{[((が小さいほど財務内作が込くなるので

附rn術，"の舶はれになっていることにri:..fJ:されたい. ) 
::N2i.成分 (Z，) : X14 -X" のJJi.校をぷわす 3m初、が 11:の大きなf~(になっており， Z，は炭

伎をよわす'1油といえる

::N 3 j:.成分 (Z，) :X
12
-X"の2mf;~が 11:で大きいよって， Z，は ;;::'~/ur に|刻する投入 ・

l以'j'~ 山ーでの甜lイ';-U の利JlI J支の I"J さを 1)くす '1曲といえる

第4j 成分 (Z，):丸-X11 の|刈 r~n1\:i: l; が相対的に大きいので共済をも合めた組lイ';-U の金

融出の制l令利川Htの山さをノJ、す'1唱といえる

(2) 1刈r'仙の1"1似
以上， 主成分分析としては (1)の紡米で|分泊)Jlといえるが， ::N 1 主成分 (Z，)に合ま

れている及.':.i::t'I，の t<!，k; と粁刊の幼ヰ\1"1 の~みは通常，別の範略に泌すとされている.よ って，

この2t<!ki1'J<分離されるかどうかが関心のあるところである

よ って，次に凶 f 分析の際に川jいられる)，~i\r!パリマックス (Normal.Varimax)法を平IJ川し

て附 rnイJIltlの 2千~II\J で仙の 11\うど 1"1恥をh い ， ~.'.'.(が l つの '1曲|にのり， 1也の伐りの仙の凶 f

f!.(cljl，lをなるべく小さくなるようにした

車11 見~は，/00]じ第 5 1<の F ， -F4 のいえIrfl仰 11\ でボされている . 第 I ì 成分の 2 つの~，k;の

分聞Iこそできなかったものの， F，においては Z，で 0.5以 lあった x"とX¥Oのl刈rn11:j:止が
0.3以トになり ，F

2
-F，においても Z，-Z4において|刈 H!1¥:j)，(の大きかった指標のl刈H l11:j

J止がlÞ，l大し l に近くなりそれ以外のmf;~の|刈 rü術JA が減少し O に近くなっており，より解

釈が19JI般にできる形になっている.
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(3 ) 、1')必4"1").itの，nt~ 草山県との比 '1吹

Jji.イド肢のがi.!+!:のみではィ、交な印が残るため念のためIjijイ1・j立の・ド成4イI.).iのデータに片し

ても/， ;Hj~の J i1t;:l を JIJ いて，i/tì を引 っ た がI米ーはtl¥6ぷ (相関係数)との7ぷ (i 成分分析*h

*)に1I、されている ‘/，.)瓦5イI'.}止ほど19)1療な*}r米にはなっていないものの，仙/，，/，トム後の|刈 f

rH::jJ I ~ をみると ， 、/'.)ぷ 5")'.)正とほぼ/，;)磁の紡米が~~;.られているので 2 1). /lUの比牧ではあるが，

ー比.;i:成分の'ム注1"/は州τ似されているとみてもかまわない

以上の紡*から.F1-F，のl刈fをそれぞれ総令財務)J. )JH~. ，/匝Uii:!l訂正，令級車1;:!IS1文と

名付けることにして，以後分析を込めていくことにする.
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4. 因子得点による農協パタ ーンの抽出

liiIIiIIの紡米より ，i:ii 5 ぷで凶 rrH~:jjILの;，:_に。がついた 0.7 以 1'.の指紋以外は絶対仰が小

さいのでj!!f;似しでもさしっかえない.よって. F，-孔 の凶 r利点は以卜eの式でぶされる.

第 11刈rF， 総:イ干財務))
F， = 0.801X， + 0.794x.， + 0.808X， + 0.828X. + 0.718X， -0.826X， + 0.777X， -0.751X， 
買う21刈rF，:鋭校
F， = 0.956X" + 0.941X" + 0.963X幡
宮';31刈rF，: '1'.版本liJtI.主
F， = 0.884X12 + 0.899X" 
i:ii4仏jr F. 金倣志liJt 1.立
F. = 0.907)(， + 0.818X¥O + 0.738XII 

I-.，ieの式によりオとめた名波協の州 rn.'.'.((F，-F.)によりレーダーチャートを.fNiいてj主協

のパターン化を1:;11ることにする この際，凶 f作".'，(そのものをllJいると1::11がfl.1維になり，わ

かりずらいので名凶 r1!;'}.'，(を・lづり (0) をIj ' 心にして，~、呼!{財X: (1)の3.61;'，'をリ|いた数

'i: (0-3.6=-3.6)以ドを Oとし，以後 0.8ずつ1><:切り， 3.6を越えるものを 10とした 0-10

の 11段附に分けて，i'ji.l.(をfl-えることにした 21

以上のt'i~H~}' られた df}，'，(をもとにレ ー ダーチャートを姉くと以卜の 3 パターンに分けら

れた

(1 ) 一般l\~

総合1111事))，令融結集j止とも 4-5の13協でIuも数が多いパターンである (11:胤分イ¥iの

場介 54%がこれに合まれる )さらにこれには場所と規伎によりいくつかのバリエーショ

ンが'1じる.これを第 11立lにぶす ここでは尖際のHH6bの紡来を/J、した Ij ' ~とのけんj診を

45 1立IllJIt"させた形をしているのがれ1VILの 1)~品協で，各附 r ともIj l l/目的な，i'1~/.i.で，都府P， L

の ì1h!f!の脱伐の民協でもっとも一般的な)~である . これを I都府M '\リ」と名づけることがで

きょう F，以外がすべて4ないし5の瓜協をこの引と定義すると全サンプルのうち 128の

決協がこれにあてはまる

これに対し， ~北ヒ凶河海位i巡且の一般f仰的H内Jな j必;込4協は布都~!I.府H1県'AL のj必此↑協aに比べてj炭;ζ'::;;来1'::'ぺu派Eの比 i市F 苅がず l'
』陀「車恥JAti集i長5幻j皮止がl'山':口刈':可:j<， I者11府県 MJ を卜にリ|っ 'Jl~ った]彰をしている これを「北海道I¥U とする.

また ， 1ú近は都府lll L の人:Jf;~イ\，lJ[がさかんにれ われているが， すぐには総介財務))の l ílII ーに

は結びつかずに脱伎の軸だけが大きくなり「目II!lJMi¥'1jをぷに1)1っ版ったj診になっている.

これを「初耳H，\~~f大司!IJと|呼ぶ 以後の脱般の大きいjえ協の総令財務))が必ずしもよ';jくない
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という liij:lJ1については後の総介，;f}，'，(の刊成のところでも触れることにする

次の (2)と (3)の つのパターンは総合財務))が傑uな段協の場介である

(2) )111:先 I "-P( 、i主山)~リ

総代111務)J，11'.pH，'i~l.il: ともに 117i い 1\:1': ，1，'，1 をふ1 つ成|高で約 2 1:<1 の 21込 l:a (北海iliT)，ι協，itr 
.I.!J ~II~' T J~凶)のように， 1卜に紺11:い形になる.lJ2協本米の勉行からすればJtlも明ましいパ

ターンといえる F，と F，がともに6以上の政協をこの刷と定義すると 71.比協がd、"，する

(3) I可都 11lPí~

(f布IH到の仰 l|jjJ2協に典)í~(~J によL られる形で，総合財務))，イ在日U'，J.l.i I.止の ，ifl，(が柑めて I"J い .

~3 1:x 1 には興味深い例として， Ttた Vl~ の 1..) じ Mrli内にある合併j品協 (下北;~I， ~.M J.位協)と ぷ令

官f 災協(下見J'，~C政協)のレーダーチャートをノj、してある.いずれの良w.も総令財務))は 8

以上 (11，規分イliの場{¥'/'.1，'，: 2.3%以内)である ただし，令融紡集)jにはぷ 1'1:があり， ).J!. 

伎の1~1~ .c，I，(がfl~い C lJ2 協の，i'l~}，'，(が8とMJj託協の6を1'./111っている 余ぷであるが.Chι協が介
併を制に ~~I，がなくても良い1r)jtがこれからも笈える.

Fい れ ともに 6以上と定義すると 19!え協が必‘'iし，うち.UU;t 才'，，'ili・大阪}.';)j立の3大
都市附の段f島市ξ13を，Ijめる.
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第 3図 農協のパヲーン分類 (首都圏型)
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5. 総合評価指標の作成と評価

以後にl止終的な11的である総イ¥'，Wlilli指紋を作成して各jJA協の，:Hllliを，Aみることにする liij 

i1iiでは 4つの|刈 fを)11111'，した.Jl ll日市 (~J には主成分 Z ， - Z， は 11 いに J!I付UI対だが， 1"1 転後のいよ1[

F，-F‘は一般に+lIl刈をねつーよ って.illr;;;，"，I刈 fはパターンを羽1111'，するためには仙川される

が，総or，:'!'filliJi'i燃を作成する際にはもとの i成分にウェイト Hけをするのがìl~:Jlliである.

ただし，今川の)-J)Jイ，;，t1i 8ぷにみられるように科凶f-IIUの相|却は械めて小さく.liifuiiでオと

めた|刈 f引f.':.(をそのまま佼)11することが可能であるこれは U&分Z，-Z，を導11'，した段附で

ほとんど泣味付けが明けたであったことを与えると、'i然の結決とも与えられる.

首181<. 1111転後側 [-1日lの相関係数

F F. F. F 

F， 総什財務)J 1.00 

F， 胤4え 0.04 1.00 

F， 'I}Ho'，.lkl.止 .0.05 -0.09 1.00 

F 金倣乱';jIWt 0.31 0.00 0.12 1.00 

総イ干，i-f，c，'，iーは F，-F‘の各1);1rにウエイトを付けて17inすることによりf!Jられる.この場合，
ウエイトのつけかたに先験的なikめかたはない"刊lIiする人の!l1I刑判断で決めるべき川辺で

ある.

例えば，総合JlH:先))のみが市C:l!<'と判断すれば，F，-F，のウエイトがOで， F，のウエイトが

lになり，この場介の総イriW，I.'，iは

総:イ干恥川、 I=F， 

となり ，F，そのものの似となる.また， liifi1↑jのj民協のパターンのうち (2)の総令財務)J

'1'.応:岐点}引がtfZましいと判断したら F，と F，になんらかのウエイトをつければ良いことにな

る 仮に，総介財務)J(F，)に 0.7，'1戸時j';:!ISJ.止 (F，)に 0.3のウエイトをおいた場令の総

介元ド点は，

総イ';，;f.'.'.O:[] = 0.7F， + 0.3F， 

となる 他のA場品f令干も1，川'叶4怖事綴Eである 以ドでは|上φ'.，記の 2;通l必B りの，íI'~勿1

240 i辺u協の1版1日凶!if;付、占〉一イ小付、.Jけをf訂Jい， その車¥'i%をt1i9.kにそれぞ、れ!汁立 10!.民協と卜f，i:10政協の都道
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附V，~~〆I と 11，制 l{干l~} i数刻伎の|メ分をノj、した.

第 9}<: 総1'iI~ド点

総合評点 1 総合評点11
順 都道府 規模区 都道府 規模区

位県 分 県 分

1千葉 群馬 大

よ 2東京 中 北海道

位 3東京 大 千葉

101 4 東京 東京 中
_1 5 干葉 大 北海道

協 6大阪 東京 大

7愛知 特大 東京

自奈良 石川

9膏森 千葉 大

10高知 大阪

1大分 特大 大分 特大

2大分 特大 大分 特大

下 3大分 中 大分 中
位 4佐賀 大 佐賀 大

101 5 長崎 大 京都 大

_1 6 北海道 中 福岡 大
協 7京都 大 三重 特大

8福岡 大 鹿児島 大

9三重 特大 島tn 特大

10秋田 特大 山口

11)風品以分は r&:!:l>協H剣lイ干軒'i可分析訓1I:Jで111¥、りれている

11-:組合uμliによる分111

小 5∞)IJ;;i崎， '1""5∞}'以1.1，0∞}q、il1t

j(- " 1 ，000};以 1'.3 ，倒)()}iよ i，~，糾よ 3 ，000円以L.
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総介財務)Jのみを，fl'fllliした総令，ff}，J，(1 の場介は，Ij、〉に大都 ilH到の都 iljJ~l泌が、，ìÞ. んでいる .

).tしてド付には九州の股協がワースト 5似までを，Iiめているなど， 6 i足16bと過Tを，Iiめてい

るのが11につく 鋭校1)(分をみると 11:車11イrl13，000}i以 lの「特大Ji立協は l小1:10以内に

はl牒協のみであるが， ドN:10 J:~I必には 4I4協合まれており ， 大劇絞11-fjf:Jii協が財務の由

では今ひとつT.x:*があがっていない総 fがμてとれる.
j品業ぺ一一兆にも 3 ・，~IJのウエイトを付けた総令，fド点 E の場合は， I'.N: 10付以内に北海道 "1' 

，l.!J~II~'の従業地，m-の 3 J;:tl泌が人っている.これらはいずれも'J!fJR:てすの州何物の，[二員長が盛んな農

協である.ト1¥/:の政協のM!ぶれには人;きな変化はなく，特にド1¥/:4 瓜|過は総介;W}，I，~ 1の場介

とまったく I，;Jーである.

以上，総合，}f/.(によるJIIM州、lけにより興味深い紡米が何られたが，今まで，WYJしてきた:iill

1 何咋かの11的でJ~協の総:イriW自Iii をしたい人は. 4つの|刈rに対するウエイトを決定する
ことによりにより.1'1分で1'1山に総{'l-，ll'fJlii指標を約成することができる.このウエイトは汽
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人のポリシーによって決定されるべきものであり， I2協の創|イ干Kと都道府ll，LやJ::1:林水凶行の

行政fJl吋{';の IIIJ では、lí r.~Y(. なる j品介も あるだろう.自如仙仙11川1 i1イ官似1I山f向n引判Jリl断から l'什'111山11 な}，'日'

ツ卜であり， r“J官lIiシステム"は，ポリシーがりえられればそれに比、じてすぐ作動し，必
:ltな華人米をたちどころにもt供できるようにしておけばよいー J3)のである

6， 今後の課題

以|ー，今1"1の i成分分析によるjJ2協のパターン化と総合n川lIitl'it."::の作成のl式みは，おおむ

ね.iltH.'/米はl:.tHであり，災際の災協のデータに式をあてはめた車i'i決も尖態調作咋で符られ

た感覚とも一致し， 1向).[_すべきものといえる しかし，残されたぷ泌がないわけではない

i位大の 11l/:I1iは，成長1'1 をぷわす.jj';t~ を制1'1f11( に取り込むことであるー 一般の財務分析では

i，史財務比咋fを流動十l' 以{，~1'1: .'Ui仁1'i"成長1'1の大きく 4つに大))1/し，各観点からの分析

がされることが多いが，今1"1の変数にはJ&:kl'lの.jj';僚が入っていない.

ノド ~i~ X.では‘I<J点 51ド ιJr .1~{I'.1止のIjl イloJ止のデータのみを使11/ したため ， この/.(に l対するみ祭

が欠けていた しかし，この場fT，m協{l-Dfがに，'，i主に進んでいるため，ただl制作の継続農協
を抜き H~すのみならず，財務データに合併処JJI!を絡さなければならないという技術的な問題

があるが，今後の，:*:mとしたい.

注

1) 実際に巾協の粁'i可データを 1成分分析した1:0紛としては.1，;1じく粁件分析z制作のIv.HU56{I'I立のデ

ータを1<1UIIした.相υ11・fin止; 近藤 [3)がある また ，~.~ 111 [4)の第3・Fでは1，'1憾の統，;Jでl昭和5711

1止のデータを位JIJして分析している しかし.佐川しているアータは近畿 中1'1. 1141'1地)Jの85組作に臥

られている。ただし.1.Li./'iーとも総合指僚の刊4¥:まではぷみていない

2 ) 凶{-，tf.'~!:、の州端の吸を羽川!!(I同舟の 3. 6 f計にしたのは その11日を 9等分する際にII¥J隔が原増偏だの

0.8併になり.，，1:11しやすいためである なお紙仰の関係でぶしていないが科附[-jヰ.1.'.(はI1脱分布をする

ことが舷，&，(きれている

3 ) 奥野久;j::.)HI . ，'(I帯[2)p.218. 
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(3 ) 相川 UJ茅・稲来日i、道近必WJ主「災協の経';:~
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(4 J 山川 長'j! f;，え協続'ì:~' の.l'Ho論と災践 J (19/文IIFω. I~l利 62 {I・)

(5 ) 令1KII:::t業協/OiJ組合<1'9と会制 fJl1;f0Wl!1! 第 3/以J (家の光協会，、I<T.x:7イド)
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第3章
農協の財務状況の推移と損益較差

1.主要財務指標と部門別損益の動向

本節では， i=.t:Jl1 .J:先折線と jえ|必の庁ßI"I))IJ 括{{，症の動 lí'J を概観する対象とする!日JJI\J は \~l利 49

fド(1984イ¥')から、v成 71ド(19931¥')にいたる 20イ¥.JlUであるけ
自i1ぷはこの|刈の 1J.品協、v均の j:.t:JlH事比中の抑移を/J、したものである'ム:A'1"Ef!'it":iであ
るli，jA'比b事T. nは月ii，剖に大きくなっており，千j止Jl;イドには 102.3%と，財務処JJIUPV'令の

J島市11{[100%を初めて1-.1"1った II，j Æ'比千~nもI，'J級な何i[i'Jであるが，財務処JJIU，I;幣令のJPV!

11{[ 140%のi.il主はliiJ./':ーに比べてやや巡れ，、|ιjお411に146.6%に達し.JP¥'d!{iを1-.1")った.

i:l'nぷ t'l:!指紋の抑移
単位・%

事業年度 固定比率 l 固定比率H 内部運用比率貯貸率

昭和49年 51. 4 60.7 4.3 56.8 
50年 52.4 63.0 3.2 53.6 

51年 55.8 66.4 1.6 50.7 
52年 61. 1 73.3 0.8 47.4 
53年 65目4 78.7 0.1 42.9 

54年 68.5 83目3 -0.1 41.8 
55年 72.7 89.4 。目。 41.9 
56年 76.0 93.9 -0.1 40.1 

57年 77.3 95.9 -0.5 38.1 

58年 80.1 100.1 -0.8 36.0 

59年 85.3 106.5 -1. 0 33.5 

60年 88.9 112.6 -1. 3 31. 5 

61年 91.8 117.3 ー1.5 29.8 

62年 95.6 123.9 -1. 9 28.2 

63年 97.7 128.1 -2.3 27.3 

平成元年 102.3 135.4 -2目3 26.3 

2年 102.9 136.7 -2.1 25目9

3年 104.0 139.4 -2.1 27.5 
4年 109.7 146.6 -2.0 28.8 

5年 104.9 141. 4 ー1.9 26.9 

内P;-ßJlli川 lt咋'は l~l利 54 {l・にマイナスに転じた このことは. 1~1府 153 {ド以前にはじ川下;誌

の余有ì'ff1i:'を他部 I"J でJlli川していたものが， このイlーを境に他部ド'Jの余 rfi 1f令をイ， OI JiJ~)佐でJlli

川するように政協内部の部門 IIU の資金の流れが変化したことを小している.従米はf;j'汀川IFJド~)業E 

から中制1 にf符干1済斉 ι'1ド~ ;業佐の i巡n単⑥削t'引~I汁E似|

H附4は l'山'11己~f資î..j本〉正L のイ小、lμLであつたが，それ以外にもが1iAょ収令の明大，棚alJ1f派のmλ- ， 不安|吋
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)，E'ti必 viみH!(資保欠陥)の別大などが}j;[jJ<1としてあげられていた 2)

収併を'1まない'JI:_tーへの'tiイi7.ili川は，Jti'ィi7.f，似誕の ¥i)))jからして川胞がある その山では

一般に中ましい劣化といえる 3)

他)J， JtiTr咋rは傾向的にflll、を続けている.lP，j和49イドj立には 56.8%であったが，以後低

卜を紙け， '1'.)必5イI'.}.止には 26.9%と1P，1利49イ1'.)必のT分以卜の倣'{になっている.このIIUに

いったん・|勺五3"1'.から 4"1にかけてJti・l'f'ドが IJ'Iしているが，これは‘1')主2"1'.のバブル経済

のぶ)gJl:j'jから仰11;銀h呼が1fI1¥を抑制したために iとして都市化地械のl'dr住宅ftイ佐川裂

が限縦令倣機関としてのlJZ協に流れたためである.1.え林<1'令の調べによると ，j:':::林漁業公Joli

1t令と金般機関1fI1¥を除いた位協の1fI1'，令は判此31f'.i:立と 4"I'.J止には点、Jliijイ|一比 10%以lの
jlllびをIJ、しているり

このように， 11'1定比中のli'JトーとJti・1'tキtの低卜が・Hiしておきていることは， 1'1 己資本にIli

めるm資金の'1IflJ.{tiJ吋ほドしていることを考慮すると、円JUJ剰余令の動li'J次第ではまた，低トーす
る IIríi~ 1"1ーがあることを IJ、l唆している.

次に， ;~ßI"J))IJ の純Hi併の指移を t!\ 2 .}，(でみてみることにする 純tm，~のイ71t1では Il{j 49イ10

の2，860)j川から附加を続け，1昭和54"1ーには 7，671)jlIJまでになった Il{j利55.56イ|は冷

'，1，:の影料で減少したものの，その後Ilfぴj骨加にl似じ， '1' Jtz )[)Iーには I位、2，829JiI'Jにi主した

しかし，このイ|をピークにして，以後は減少に似じ，‘l勺ぷ5{I二度には 7，033)jlIJとIp'j布157 

fドJJi'の水司"まで後退してしまっている

;\-II I"J))I)では，このJUJII日は -111 してj，\川 i~~ と Jt消却のみが!JA'j':で，それ以外のi構YL\-II . J以jじ

部・:frTFi;i) .加 1:平IJJIJ部 ーその他'F:r:;¥-IIの5;iBはすべてA、す:という状態が続いている.

:，1.1;'[:のイ，1I1J 共済 2 部 I"J の純抵i{，~に itll すると， j，ひ11;¥，1は、l'成)t:"1の約 l位、3Th川がピ
ークでその後減少が続いている.4iに、!とj点5イ|は米のィ、作のi形平(tで4，553Ji川と‘I"J.ム4"1'の

9，333 )j川に対して下減している.他)j，共済部I"Jは-1・1して附加しており，‘!とJtz4イドにもi

JiJ'F_tとhlを、iT.べ， 'I'-Jぷ5"1には 11.iJ. 1，300 Ji l' Jと絶対千百1で初めてイ，¥lIJ;¥，1を1".1111った
t!\ 3 .)，(の純似従イ日|に対する ~'j 中でみても，イ，1I IJ;';11では l別手1150 "1:の183%が鉱山でIl{i布1

61 "1'以隣は‘l勺tz)じ"loを除いて 100%を卜1111っている これに対して共済部は，附利 58年~

Imll 63 "1ーは 50%台で射[移していたが・ドjぷに人ってからm加を続け， '1と!止5"1には 160%に
述している.

A、'{:;¥-III"jではII{{平1150{I以附鱗Ji;is門が枇大のA、'{:;isI"Jであることには変わりがない.
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第2表 部門別純損益の推移 (総平均)
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第3表 部門月1)純婦益に対する寄与1sのltt移 (総平均)
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この純Hi椛の0 ， il に判別平IJ .(，~とJî iク、のバー仰を加えた Jtl:終的な以土:JJLである、[í J9J剰余令で

みると，‘I"}ぷ5イlに];制[令、['[たり 4，144)j1[Jになっている.ただし，このぷでは名行i係段肝?

でJil1-ょを，:1' 1 している j災協のA、7・ を~.I':f:の災協がflJ殺しているので，尖際に粁'Iq'に川:t11のあ

る j及協がどのような'，I~ll{'jでイIイ1:しているかはわからないそこで悩々のj足|必のレベルでどの

くらいの川作のぬ協がA、'(:を，\1' 1ーしているかをみたのが耳~ ~ .誌である

司i4 ，x 吋JUHii失イ1.'，111割l介放の剖l移

国
務

城

市
明
巾
川

官
川

市

所

市
川

市
明

所

油

開

腕

骨

川

均

出
一q山

1

1

4

Z

4

1

1

1
nL
1

4

E

Z

害

-

1

1

4
ロ
一

凋
姐

一

@
em
-

失
一

岨
畑

一-
nυ
守

'
po

n
U

2
d
r
h
d
F
h
d
o
o
mgb
内

54

7
'
Q
d

7

n
u

-
-9

7

8

9

9

9

9

8

8

8

8

6

4

4

 

“
円
悶

-
内
/
ι

内
ノ
ι

内
ノ
ι

内
J
ι

内
J
ι

内
Jι

内
ノ
'
内
ノ
』

内
ノ

内
J
ι

内
J
ι

内
ノ
』

内
ノ
'

内

J
-

4
口
一

組
-

4
I
E
 
z--
ロ
-

纂
一

L

正
-
7

q
u
n
u
?

の
む

内

d
噌

1
Q
d
au守
内

d

'l
q
d

凋勾

''

旗

k
-
q
ζ

ミ
以
内
ζ

'
'

唱

，

‘

1

唱

'

唱

E

'
l

ミ
d

Ann
-

州
制

-

パノ

】

μ
t
-一年

年

年

年

年

年

年

年

年

年

年

年

年

年

度

一
日

町四

日

開

目

印

引

m旧
日
一
冗

2

3

4

5

年
一

成

業
一

平

率
一

これにより， 1~1府155 年以降でjt ， ・ 1 剥 l1r数のうち、li!日j拡 i失令を，ir 1'，した組合主主をみると，昭

和 60'01ーから・1;')主;[;'01ーまではJiif長期li'rの畑作が低卜 していたが，、|えj主2'01以降紛失をρ|卜ーし

た剤lイ干の押l令がJ1tlえ，、I'i止5'0ド l:.\tには jt川剤lí'r数 240 のうち 31/1~1必によ主し，この 14 イド IIU の

l止大の 12，9%に達している 近刊のJ;~ta絞引を巡る m;J~の厳しさがこの数，{にもぷわれて

いる.

2.段階別損益の農協関較差

lìífíl~では時系列で;';II I "J)JlHm~を JJ'~~ した . ここではクロスセクションで全体の1ii{，~と部門

別収立;の寄り中のi♀いをみ祭する

:;(';5}i:の似品在日t'n:，[:には"，，?:I[、|のj足協を代ぶした、ド均{I!(でみた部I"J別のHi.?，症として4柄数

の11!(が，dnされている まず， 白W~位以後から。J ~Xil['(篠沢を完しリ|いて何られる。)fJ佐総利従が

ある 次に，これから :F XiW~[i!貨を万し づ |いた‘j iJ削ii怖さらに 'J~ Aはi.?，主に対して1í'FI!;\jl ï~

と J i'íÌl'j. ;';ll ï~ を配分し，内部1t令利息の叉・け J1.いをして ' J r Xi外出従を加えたのが似純托i併にな

る この似純Jii怖から'FXi税 ・法人税 .1H(税を2しリ|いてi止終的に純托i-i，症が求められる

純似4在が削"J)Jリにm併が;n.t1される以後のst附である
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まず， lJ ~業総利主主と iJ~~iii併の段附までは日III"J がも;!lJ)ill- 省主n部の 9i\Mこ分けられてそれ

ぞれ，科部の似従がlwnされている.これによると ， 'F ;r~総利占~ • 'F~tll必段階までは指導

部.'M)'lll';-J1以外の部I"JはJ.l.Vfを:n1-_している しかし，Jl'ii!71Yi1とWJ"l!i¥-Ilの紙吹を配分して 7
部I"J に~~-ßIlfJ分'，lpJされている似純百LI"'f.純抗議にすーっては倍}IJ部・共消却以外は功、字になって

いる

次に，各fiHul段慨における托i~とを :ìU: した成凶数をみると， 'JJ)佐総利従段附では品、.f:)Jιta 

はff必しないのは当然としても科部に共通に|則する 1~川 (overhead cost)を立ーしづ|く以iiij

の~J~~駐 fii益段防の亦'{:J;:t協数が 62 (~サンプルの 26% ) と最も大きい このことは 11'[ 1J;' (~J

な事業管理貨を除いた本米のJMRに対する鉛1nI:でも 4分の lのj泣協が品、'j':であること を芳、

味している.最終的にtrfj\ ).j'!!!!~長に反映される‘町WI剰余金では前節でも述べたように全体の

13%に当たる 31農協が欠損になっている

第6J<. 常勤111:聡Hl 人‘月りのIil益と 'Jr~管用m

単位 事業総利益計 事業繍益計仮純損益計純繍益計事業管理費

平均 千円 8，351 806 1，048 637 7，545 

標準偏差千円 2，405 1，500 1，4751，173 1，338 
変勘係数 % 29 186 141 184 18 

これらの収従の段階似のバラツキを名損縫を常勤役職員数で割ってスケーリングして計

算をした第 5:}l，の変動係数でみると， -!jJ.~佐抵i必の 186 が最大でi誌もバラツキが大きく，以下，

純損主主 184，{反純損主主 141，)J~~*，t.利従 29 の郎1になっている 事業総利益の他がk<:小でこ

れから事業代理貨をづlいた-'M佐tu従のバラツキがk<:も大きいことから， t~i 王l' コストの1~~が彩

縛している可能性を考慮して， H厳にして常助役職只数 l 人当りの ・F~ 1'ì翌mのバラツキを

日t-:tl今して同じ主主に掲紋した. しかし，変動係数が 18%と小さい紡呆になっている.

3.農協信用事業の損益較差と規模の経済性

( 1) 侶!lJ.'H楽の托i~主較:l~

前iliiの農協総体としての紛従の較iEから，ここでは平均で純損益合計に対して 64.7%の訪・

与をしている似JI]事業に絞ってj品協IIUの比較をしてみることにする

信!日部の純托11.創立J;組合予均で 4.553 万円である • i地かに，平均すると照サであるが.J:l 

協111]のバラツキが大きく， 240車Il1fのうち. JH~ドを，n 上したのが 172 組合(71. 7%) ，功、:r;

を計上したのが58組合 (28.3%) と3書IJ日誌の組合が赤字になっている

これを他部門への，あるいは他官官l'刊、らの比、援を考慮した修正後のWIJ部門職只数(平均

33.25人) 1人当りの純絹議で比較したのが第 7表である
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!f， 7}<. WIJ:¥K戦Jl1人吋りイ，UII~.世帯'Hii {，~

平均 繍準偏差変動係数 最大値 最小値 範囲

千円 千円 % 千円 千円 干円

1.429.8 3.083.2 215.6 17可463.2 -6.622.9 24.086. 1 

IU 範附はlt<大帆と以小仙のJ午である

これによると、ド均は 143JJI'Jだが.1比大の剤iイ干の1，746);川からJ止小の剖l-0-のマイナス662

JjI'Jまで大きな収汗ーがある.

このぷがどこから'1:じたかについてまずみ号えられるのが.JM伎の校ノt:による絞i斉干|のZーが
E3科しているのではないかという，1，'，1，である .!lLイt:-H(， 進されている政協{~í.il の 1T}it として. )~え

協{， 1川。J~~~、こ胤伎の粁前1''1'.がイfイl しているという与えがイfイlーしているのは疑いの値いとこ

ろであろう.

この場介に「鋭校」の指棋として考えられているのは似合残，~:j ， 11'11'，令伐!lIJJ，あるいは組

合H)i数，組合H数tTのスト ;;7の数7・である しかし.WiJ'J~;{iの場合，必ずしも規絞の

概念はIYHi{(ではない.このl，(について次に"見IYJする

(2 ) 令融糸における脱伎の概念

一般製lù:~の場作には Jl ï くか ら lilJ t:. 的な研究がなされてきたが，サービス版業である令融

業の規校の幸子i汽刊のすl計測されたのは，蝋山 (5). t~ JI: (6)等のー述の，;1測など，日本の

場合 197011代に人ってからであった ここで問題になったのは，金融業における「派IIIJ

の IJM{叉Jとはいったいや，)かという点
蝋山 (5)カ九命じているようにへ製ili業の場介は I'urされる政rl'.物がどういうものか
，iうまでもなく IYJらかであって，物則的にも測定"1能である それゆえ，製造業における規

伎の統治性のイf1!時を尖，flEする場介には， M{交をどのように測るかというJJH，i面的1I:J:Il'lに神経質

になる必裂はない.Jが，イ在日由来の場合には金融機|別に本質的な経済的機能は和Iかと与える

かによって列なるアプローチがイIイiーすることになる これには，人・まかにけって次の2つの

比)Jに終Jlllされよう

第iは， 1'(幣の供給という機能である これは.1止も t1i典的な比)Jで¥iJHJi:市の系l訴に泌す

る飢}，I，I~である 目 この悦lλからすると，似行の雌1'1'，するサービスは 1'(幣サービスという概念で

抗"縦できることになる.そして，この1'i除サービス;止は銀行1HIiである1'(幣ストック;止に比
例して保み/1¥されると考えるのなら，銀qJの厳11¥物を:lH，'i:，(である百l令(JtJ'全);止でとらえ

るという与え)J;が成りす:つ

首¥2は.!.I.¥'i: i体と功、'i:ì 体との'ft必選択を I ， ;JII;\ に il~ì )Jl させるように'ft令の仲介をするイÎ}:

倣イ'1'介機能である この凡)Jにたてば令倣機関は'ft令の干IJ'¥1'1に{'I'介'ft令JAをmけた金箱iがdi
場で~'I 自Ih された判所作となり ， これが令融機関の巡'，"
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支払帯iを形成することになる.この制点からは銀行のJ!fUL¥物を本IlJfr作でとらえるという与え

)j;が'1;.じる.

以後似!~Ú・的にこれらをそれぞれ貨幣供給モデル ， 資金仲介モデルと|呼ことにする

過去の日|胡1)例では， 蝋山 (5)は相lJ川県をJI)いて¥1"1乱IIJしており，的)1:(6) . f;1j)1 蝋山

(7 )ではffi金残高をIIJいている

また，農協の幻III 可J ~楽のhJ.I.伎の経済併を，ìh則した長谷;';11 (8) 川村 (9)て15はいずれも

WIJ'J~~の陀 n11物として 'J~来総利伎を採川しており，後{í'の資金仲介モデlレに泌するといえ

よう。

資金イ[I[介モデlレの場合.liiJ艇として資金山場は均衡していて，均衡では令融機関の:!'l依残

高(:tr下の資金供給残日)とその'M在残高 (11\' 手の資金~I;; 1<iY主I'L~:j)がて?しいと与えているこ

とを忘れてはならない 特に農協灯川:Hi!I'iの場合.f.; 25%というj百貨準の↑止さを考慮する

と足並協に資金{'I'介モテソレを~JI)する場合 ， その解釈には卜分な注，(1が必1::ーである.

(3 ) 幻川市業の脱伎の絞ifi性の，.t')):

ここでは先に述べた 2 つの飢};.(iJ、ら，間 Jii な l則数]彰を HJ いてJ2協WIJ ，' J~ .:r::のmm刻鋲を ~n

測して鋭敏の経済性のイi!!既について調べることにしたい

1 ) 使JI)したl則数形とデータ

信IlFJ~業のì'i"1I\を Y. 'm1JをCとし，まず最も間Jiiな|対数形として次式で表わされる

Cobb-Doug I as '1HIJ以l数を与える

C=α YP 

ここでFく(>) 1 であれば胤伎の(不)経済があり • s= 1であれば平均1ftl!は鋭敏か

ら独rr.ということになる.脱絞の経済制は?= 1 -sでITIられる 尖際のl吋州分析において
はこれを対数変換 した

logC=ao+a，logY-ーーーー (l) • ここでao=loga. a，=戸

について別測が行われた ただし.Cobb-Doug I as 1'1 JI)関数の場令. u不正[)の1[/川l則数をjjl
除してしまうので，会サンプルを対象としたai世1)の他にYの規模でサンプルの農協を 2つの
グループに分けてそれぞれのグループ1J)に，i'j測も尖胞した

U'i・砲のn川IUI線を排除しないために，より一般的には次の translog 1'iJIJI刻数が使用さ
れる.

logC=logA+a ，logY+y yy{logY)'+α.logW+α ，Iog r 



---
+i'町 (Iogr) ( log w) + i'開 (IogW)2+ i' ，，(Iog r )2+ i' v.(log y) (Iog W) 

+ i' v， ( 1 og Y ) ( log r) 
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ここで， Wはもひ I)'J~~tll 汚職Jj の:l'i令， rは資本の価格をぶす この式はjjf~Æ I→しばし

ば多ilUt線引がI:UA'llとなるが，クロスセクション分析でf111i絡が一定とみえられるならば，:l:!

止;側絡のlJ[は定数.lJlに~められ， Lの式は，

c = a 0+ a 1 y + a 2 Y 2 ーーー (2)， ここでc=logC，y=logY 

と附Ip.な]彰になる.このとき，_m伎の経済1'1:は

。=1 -OC/ o y = 1 -a ，-2 a 2 y 一一ー (3) 
とyの線形|則数になり a 2くOであれば大規校企業ほど規伎の絞済1'1:が人;きいことを表わ

し， a 2> 0であれば、l'均1VIJIIlI線がu'p引をしていることを示す

~際のühjllJ に当たって， J止 f)Jの1't\'1守供給モデJレではすr l1 IJ ì\'~に出金‘F均残向 ( S ) を似片lす

る さらに，残，'::;200 t古川以卜のj込協を大規伎グループ， 200イ車、PJぷ渦のjJt協を小鋭校グJレ

ープとして2つに分けそれぞれについても吹川関数をμ|測した.

次の資金{'I'介モデルのフローとしての}'):IH刈 (Y)は経':;:;分析l制作の第 17ぷの 「イ，im可F
業費用収益配猷ぷjから以下の式のように;j:11所得を.n:tl'，した

Y=収必，11-!J ~)佐外収品注 文払利息

この場令にも，朝lífrl~f. 3 {0":1' J以上を大鋭校， 3 {立川水1向を小規校として 2つのグループに

分けて，それぞれについて (1)と (2)のf刊JI則数を計測した。

nJlJ (C)はl'可モデJレ共通にl'iJじぶから以下のように計勿した
C=人n'í~+wIJ総'íV IJ+旅w+業務次+施設資+減価償却資+制m

H~' l!ll古m配分布1+ -mm;1m配分'1Iii

税金 UH~佐税・法人存t . {JL(税符)1立政協が資金イ"，介機能を*たす際における'i'/).IJと認め

られないのでここでは合めていない
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3) ，ij訓IJ給ぶ:

まず.;:r; 8 ぷでlH特供給モデルの車Ili* を t~".J する

第81< 1T幣供給モデルの抑}と*h*

["[M式 =1-a R 1 

定数 log S 刻伎の経済件 (log S)' i'l山!立修lij舟決定係数

全サンプル

(1) 係数 0.899 

(2 ) 0.899 

小規検グループ

(1) O. ii5 

(2 ) O. ii9 

t 制l

大規f)!グJレープ

(1) O. i25 

(2 ) O.72i 

iT.) t-似に十jいている，;L~;-は H ーー 1%でイi止..___ 5 %でイi.~なものをぷわす

まず (1 )の Cobb-Douglas'fVIJI見l数の折山紡%をみると，全サンプル 大炭校小規模

の3グループとも .JI;令残11lbの係数 (a ，)はイi}~.:で l より小さく..!!H止のf干済t'1 がある .

mt見の経済t'1:(v = 1 -a 1)の大きさは，小規模 (0.063)<全サンプル (0.069)<大鋭
校 (0.113)の順で，大.!l!.悦災協ほど;t;li.伎の約済判そのものが大きいことになる.

尖際にどれくらいの脱校拡大の幼%が'1'.じるのか，大.!l!.{見グループを例にとって，1It1して

みる 大規快グループの、ド均で与えると約 416俗、8.694)jl LJのJtj'令を約40依 7.380)jliJの

J~川で11'.み m しており.1biに l 依 1 1 J Jtj 令を j円加させたとすると 867)jl'Jのれ川切になる，鋭

伎の幸fi'行刊がOで賀川が日i令とJt例的に別加すると 977)j11Jのm加になるので，この場合と
比べて 110)j川のmllの節約が'1じることになる.

(2 )の trans[ogmlJI則数の:n削除，I{*はすべてのグループで a1. a 2がイlむになってい
ない これは logSと (logS) 2の11日の多市i共線t'1:が以|刈と，巴われる.
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次に賀i9ぷでfiィi;>1'i'介モデルの計f-*をみることにする.

第9d民 1i令仲介モデルの推定鮎法

[1I1:M式 =I-a R 2 

記数 log Y )JU止の経済性 (Iog Y) 2 I'JJlJl.立修il治決記係数

全サノプJレ

(1) 係数 0.843 

t -ι111[ 

(2 ) 係数 0.844 

t 制

小規校グループ

(1) 係数 0.618 

t -制

(2 ) 係数 0.670 

t -1li 

大別校グループ

(1) 係数 0.690 

tー制

(2 ) 係数 0.698 

t -1lli 

il:l t - 1~i(こイナいている，lL~ ~}は . .ー 1%でのむ. *---5 %でイ[.0:なものをぷわす

相lJfrj:}(Y)が2サンプjレを除外して，;1測したため全サンプル量生は 238になる
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(1 )の Cobb-Doug1 as ~\' JIj 1民j数の紅1米はすべてヰ'llJ針作 (IogY)の係数はイj口、で1より小

さい 脱伎の経済十1:(ヮ=1 -a ，)の大きさは，全サンプル (0.154)く小鋭校 (0.192)

く大規絞 (0 . 222) で1'i幣供給モデルの車11 よI!: と fl~i需は列なるが，大規校14協ほど脱税の経世f

1"1 そのものが大きいという尉:論は~わらない . また. 3式とも貨幣供給モデルのがi*よりも
規伎の約済1"1の数'{ーが大きくなっている.

(2 )の lranslogl¥')l]関数の針-*は小鋭校グループのみ a1. a 2 ともイi泊、な車:il~・が/J-IJ て

いる.この推計では a2=0.512> 0であるから，規模の経済性 (0)は (3)式より，

。=1-a1-2 a 2IogY=1-(-4.236)-2(O.512)logY=5.236-1.024IogY 
とYの減少l刻数になり，脱校が大きいほど創校の経済刊の刈、さくなることをぶしている.。

がOになるのはキIlJiJi仰がl旬、 3Thl']の場介であるから，これを起えると放校の経済1"1ーがな

くなるという;iltlになる目
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以上， 1't幣供給モデJレと1t令1'1'介モデルのいずれの車ii.!t~からも災協f，;川'Jr業には少なくと

も脱校の符1丹十|がイfイ1し，しかも大劇校政協ほど脱校の経済十|そのものが大きいという紡ぬ

になる.

これはl(IIU~lH J を対象に I ，;)，h~ な，n 測を行っているf，1j)1・(6)，筒)1: 鰍山(7)の，ihW)車lt

.!l!ーともー欽する.

注

1) IKHII22年の r;;v長協同組合法Jの他行からIV，!和 59{ドにいたる農協粁併の恥!と的以聞にl則しては
品川 [1)の第2!;.; r戦後における腿協の粁'i:('(r，脱出!と特質」を参!Ktされたい
2) [，1)1. [3) p. 183 

3 ) 農協役11のハンドプ yク [2)にも fマイナス11，分だけ，他消i“lの制利息の余術資金をい川部["J

がイii;!Jに迅ilIJしていることを怠味しているので.それだけ組合の財務の健全併と収益性のlo'JIの:lI!附とな

る Jとある

4 ) 1V，!f1l 50 {I以降の農協系統令般の訓辻 述川にl却しては木版 [4)がJ細な分析をしている

5 ) 蝋111[5)第8r';"(を参照せよ
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(7) 筒)1義[!日 蝋山八一「イi}:融業の版業組織J(節 目白一日11 蝋山i'，-ij，jrll4'の
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主Il-:r'i'火会 『協1，;)荊l介奨励研究ffl;';' tIi 4帳iJ， [V，i利 54i['_) 

(9) 111村 保「総介股協の脱伎の粁i汽とmiWNの絞消J(ri込X:*干i斤研究J， tIi 63巻，

tIi 1 ~;-， '1勺蕊3'ド)
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第4章
アンケートによる農協の現状分析

11-*川ドル委u会に端を発した令倣1'，，"化は、''1初令平IJの11111化のみが先行し， 1込協の全
日虫11111化対L必=1I111令利尚仏対止、の1ぷを .I~ していた Itl'J~J もあ った . しかし，パプル経済iui

j袋後の令融機|比lの小.Qi1i村1'/::1泌を巡る動きにに見られるように.HむとHまざるとにかか

わらず縫送船川)J式による令倣行政が~ J き i1li まり，令利の fllll化と、I'.~iして尖施されるべ

きであった~作 業態の11111化と内外陣峨の撤廃が進むことになった.

すでに.dA協系統令継機関においても‘1'-)必3"1・3JJの『総イ干潟と必会特I/IJにおいてjム峻

1'l:l協合併の批近と系統組織 'J~~の 2 段附(~IJへの移行を従ーパしたのを受けて./<iJ年 10 月

の第 1911111t1反Ih品協大会においてこのl(を特別決議としてs議決している 、ド成 71!， 12刀に

{u，q:u泌が-/.必の決fiをみたのを受けて， 1， ~述と政林中金の統イ~HlJmが急速に進んでいく

ものと思われる

本市は，この念日虫11111化に対してj誌協がIJl災にどのような対応をし，いかなる問題点を

抱えているかについてアンケート謝伐を).:;施した紡-*を取りまとめたものである1)まず，

ti1J 節でi位協の金融(J111化対/，i:.、について， ti1 2íl~ では令倣1'1/11化対/，i:.;としてのj品協合併に

ついての現状と1:'i.識について』制作した.さらにti13節では視点を変えて， IA協のWIJ事業

と競令するとされているI，;Jじ協I，;J組織金融機関であるWIJ令防と{，¥ J/I剥iイ干の千11将.fiを対象

に，J，111:をし，他業態側からみた政協に対する，11'fllliを分析した

1. アンケートにみる農協の金融自由化対応

( J ) 剖11:対象)~1:協の胤'1'1:

この;制作の対象農協は.1足林水産宇?幸子前川合倣ぷが11j:11'21111災施している ri従業金融等
動li，/i，l;4，制作jの竹反2"ド-k，J，aで対象となった483組合である.I"IJlJ(h兵協数は 247で!日l
収単は 51.1%であった

サンプJレの脱般を出金銭f:lbでみると‘1'-1ぷ 2{le9JJ-kで、ド均 180.7依川である.この数才・

はI，;J時期lのJ;;J;業協I，;J剥l1i-i'.変残，'::j(hえ#1/'令調べ)の・ド均 147.6位、I'Jの 1.22十円に、円たり ，

l込協全体;のり:lI山lよりやや組艇が大きいといえる"

(2 ) 芳H.l1別にみた農協の令倣1'1111化N応

J ) 知期化の)，I;i¥I!

このアンケートでは{，illJ'J明;の概i>C以外に大きく分けて，①Jti令 HlI'，体制， ②金利水

市と他令倣機関との競令状態， ③組織体(~IJ と l験u教育， ④今後のM守イの 4 ，，:，1， につして質問

し" 農協の'trm1別の川終を分析した.
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Jl:l協の尭'P~~化を考える場介，純々のm肢が与えられるが，まずIZ協が 'J~ ::rJベ J或としてい

る地域の都，Ii一化の江主脱皮，次に政協の，t.JJ.伎をの J，I;幣に'\'(j)~~化をわった.いずれも従米農協

を分:l3'iして')IS，けする|努によくIIJいられてきた折仰である.

j止:fJJの打Ilrli化の進以lítの代 J'Il~数として此も多く使われてきたものは粁済地';mJIJ[>(分で

ある • 'I'J止2{f 11 )) に改定されたJ~~+:水 fot.ヂ?統μIt，'ítfU昔の rJ~林統，d にIIJ いる地域l正分J

では従米の「約済地';i'iJ という 111'ぴソJ に件えて「jJ2J住地域，\，(P\~J とし，約 l 次分知で「都

rli(IY地j或J. r、l'地j品巣地域」・ r'I'I/¥JJ従業地域J. r山1/自j従業地J或jに41メ分している.

この指紋を}I)いる場介，近イ1ーのようにrliI町村のわl政lメ域を位えたJム械介。同寄進んでいる

状況ドでは， jA協の本，Yrがi;'tかれているrli町村の粁前地'11jμ:分で政協が分'¥'(1した場介，そ
のj民協がiVtかれている環境を}Xl決しない恐れがある

そこでここでは，地域'lf(li\~別の分析に加えて都市化の進j足度の第 2 の代JJ/[変数として「准

組合H比中(他人准組合Hが倒人組介H総長止にIliめる;甲1)1i")Jをも併せて係川lすることに

し，この比ヰ'が 130%よ渦J. 130%以上 50%未満J. 150%以uの3附11'1に分けて
')IS，iIした.tIl J去には附M)JIjのr:波数制を掲載しているこれによると，准車Il介Jl比中30%

ぷ渦の農協が全体の 67.5%をr1iめている JIJ・金残尚 貸出会妓117jでは准組介II比本の高い

附Mほど、l'均11f(がff5くなっている 謝lイ干H数.Jtj'貸与がでは 130%以上50%ぷl前」と 150%

以I'.Jとでは大-，.'2がない.

第2のkJ:i1"1の農協の鋭校についても，組合u数 'J~ ;駐Ix:域の純1m.比i金規絞 総事業1t

匂々，どの指紋をメルクマールにするかぶ諭の分かれるところであるがここではJf;金残113

をIIJいることにし. 5段附に分けて')IS，i/しため

2 ) 都市化以別の')IS.i1

J;~ :JK地.Ií皇軍'jI\リ別の')IS dl では枇相J にfι供した通り，令胤!i'l 111化対L必と組織体制に|対しては

'lf(P~~)JI) にほとんどノ工が凡られなかった.これは，従米地域日1) に対I.i::，{こZーがみられた段階か

ら悩別段凶の対応のぷが鉱l1'iになってきたと解釈することもできょう.この分知は比較的

よく使われるが，こと政協に|刻してはあまりイi:<11とはいえない.

次の准剥lイrH比5名目Ijの')IS，i!ではI1tIi'o令利の事jt)J)直}IJJの災施状汎と 11織IIの業績の人

'J ~ (給'j.)への/)(1決JにはZがみられるので，この2/点i

l前lí泊íI~布可に l凶刻していえば. 1ft!'，令平Ijの¥'jt)Ji直川の%施が日1I金融I/111化).jJ，必であるとは必ずし

も， ，い切れない.しかし，車Il介組織の采 ' 1;1;1"1ーをみる指標としては一定の .(~~I沫があろう .こ

の制点からすると . tIl 2.&のように准制lífH比中がfL~い(都 di化反がfL~い ) J::l協ほど「災

施していない」の押l介がr~'~< ，取り劇lみに遅れがみられ組織の柔軟1"1にも欠けている ま
た第3衣のリIji)Ji直川樽人のきっかけも「イ，i')lliの折滋」が多く，他へのfMf刊が大きい

次のi織HのJ佐紛の人'Ji(給'j.)への/)(1決について第4.&でみてみよう 車¥I{-*では准組合

lHt本が低いほどじこ全なイ1・ J}J序列体系なので/)(映させていない」の訓介が，~.~< .戦Hの
インセンテイプを引きH'rすうえで111)泌がある.
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3) )t;令規模別の:jt，iJ

鋭校のm{;~ としては j位相Jに述べたように γJ!X:2"ド9JJぶの)ti'令伐I'，'Gを探川した これを

第5.}えのように 5附肘に分刻した.

i'.主j数11!!でみると)ti司令伐山の大きいjえl必ほど)ti'貸与がが低いという何ili.Jが1>>)瞭にみられる

しかし，イí7.倣1' 1111化対応および組織体制に|則する 1"1科では者~di化!立による分茸l以 l に l~が

みられなかった.

わずかに.Jt;'令伐llEが人:きいほどl繊11の'1'途ilil織が刷えている傾向がみられるね皮であ

る.ただし，Jt;令残山の大きいjえi必は]隊11童文も多いので. '1'主主))Jl織1<の絶対数も多くなる

と思われるので，この車H*だけでは 1111主に判断できない剖
以上述べてきたように，都di化j立別 ・j災協.l>U見別ともグループ1/1)で令倣1'1111化 ・組織体
制lに|刻する1"1終にxがみられなかった グループ分けの)/;準にHU:Jl1があることもイ号えられ
るが. ~l剥 l{干 Ll比'干の場介，制lイ干 Ll家族を准剥lイ干 11 にする農協も問えてきているので以前

ほど都 d i化のm{，~にならないということもみえられる .

他)J，U米のようにId)じ都市化成 規絞のj品協でも伝川)'jJ;'<<に対する取り制iみ)Jに多様

1'1ーがlBてきたことをぷわしているとも宅一えられる そこで，次は十且l.~ を逆にしてアンケー

トのlt<:後のI没Ill)に対する1"1終段1必別に:jt，;jすることにした.

4 ) 今後のμ通しに関する1"昨年)JIJの集計

このアンケ トでは以後に「令成1' 1111化によってJ12協経't止の:['~化が懸念され ま すが，あ

なた Cü~人十11 、町名 ) はこのことについてどうィ号えますかー そのfllllll も lU人して F さい j 

という賀川をした.このa没Illlに対して選択肢のうち. r1， UI)~i1 I"1で対処できる J に0を付

けた農協を「タイプー 1Jとl呼ぶことにする Id){，1<に「炭協全体としては対処できる」

「どうしても刈処は燥しい」 印刷"1終」をそれぞれ「タイプー2J . rタイプ-3 J 
rl!!I:I"1符」とグlレープ分けして*，;1した

~6 1<のì:t::数fl!(でみると剤lイrLl数 。 貯金伐lfJ とも「タイプ 1 Jが大きい ただし，

タイプーlにはl貯金以 1，000tな1')j;J. 1- の政協が I つ合まれているために，‘|三均f~!が UJ に

J¥"i守っているのでtLdを裂する

興味深いことに，このグループ11)の:jt，i十では 2) . 3)の集長|と災なり ，令級1'1111化対

比、に 1>>)際な傾向のX~がみられた ここではネガテイプな1"1幸子をしているタイプー3の政協

に lill して分析することにより瓜協の他えている/lU :ll1l，~の析:/1\を試みることにする . 第 7

1<は 4 つのグループ1/日で 1"1終に .t;.~ があった'i'l IIUの一覧」乙である
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この 10の1111:]は多岐にわたるが，1え協組織を，iHJitiする~Ji.'.'.(から次の 4 つの組織特1"1 に

|刻する't'l川にう}'ffjした

組織中11'1

① 組織の柔軟性

② 競争立，;r&と 1J.，，!;:iR:}I;'のt'tι刊一
① 飢餓の日目欣1St

。〕 臓11のインセンテイプの引きlHし

1) 組織の柔軟件

出些主主立山
1・4・5

2.3.6 

7'8 

9・10

組織の柔軟1"1:をみる}<.!./主としてf1';8去-f1';10ぷを掲載した。首¥8 .，J(の「貸出金利の ~jr.

)Jj直川の尖施状況jでは「尖胞していない」の制作がタイプ l・タイプー2 タイプ

3の町lにl止も多い また，導入のきっかけもぷ8のように「幻述の桁滋」が多く，どちら

かというと他.r，依イ'Pf，~である

令別jのドげ申/i¥の桜拠もタイプーl タイプ 2 タイプー3のNiにIfhくなっており，取

り剥lみにil'j彬的であるー

次のf1'; 9 .，J(の rmt\令利の改定の決定Jりでは「総 (代) 会j と r"I('J~会j のイ日|がタ

イプ l では 59%なのに対して ， タイプー 3 では 90%の向い水司f~ になっている . このこ

とは飢餓の権限委譲が進んでいないことをノj、しており ，組織の倣dr化が懸念される

m 10ぷの rml¥金利と貯金令利jでも「述動させていないJの畑作がliiJじ順に向くな
っており，タイプー3が立思決定の機動十tに欠ける.'，'，(がある.



ず" 3 1< H-の1人l作の11:1:についてiJlリ「によって合引|合会えること

を r([: 1'，古，1'110) ，;ir.) J ji!J}11 Jと1If-んていよナかー，'U;'lI出てはこ
れを J.:hI!!していユすかω (1¥，:01"1れ，，[)

(i) Xh也していない の 寸i_U) J，t '¥' ({II 川 l江~'7lに Lじじて

⑦ 川nて1主的る
('I¥I.i_ "，.J 

一一一一一一一一「ーん下一五-"1-0--円市玄
アイプ 1 1:1日 I HI H I 日o ，[ s 
タイプ_1. I 1:1'i (i2;， I "り I 0，0 

Lイ ブー ;l」LLllJJ12-
家~ /， (r:I::，HIIのL¥(，i: 1;1 (山所丁払占とは叩|に) 'liXIとのレベルてihι

2H主す /)'0

([) iと((¥) ~， ⑦ l'I'.'Ji~~ (1i tII 川崎
r可)ド;iM立ri ⑤合服部h (め余地"別〈

タイプー l () () 日り l 1 S !:I (， 
1 " 

1 ~司王 日()

7イプ-2 2.0 7:1.0 日2 u うり 1 :1 

7 イプ-J {. G H7 2 1..(， 。() 。。
I!lt [111 さ ) q 7fJ ~ I1 H 日() ， (j 日日 1. 'J 

家 10 /; l1:I::I，fけ本!j'はJli余金1'IJとilJH1Jさせてい正すか。

① すくにrl!動させている
(2) わる I'，~ I立(1ケJjくらし、)のJVW日をおいて

⑦ if~'1Jさゼていない

にコ，
S
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2 ) 競争.r:i:jff&と，立;思決定の，'，中十l

ここでは「州)j適川導入のきっかけJ. f)iji)j池川令平IJの卜げ似の限l止J.fu'11'r令干11

改定の際に参与にするもの」の3以11について1t}，I，(を、円ててみた。

';iji)jj直川導入のきっかけについては，タイプ 3が第 11ぷにあるように f{，i-j主の指将」

が巡択肢のなかでも，他のタイプとの比蚊においても肢も大きくイ也.r，依イf刷である.また，

「他のjえ|必が災施しているのでJは3:S'イプで肢も小さく，競争巴.，議にやや欠ける.

次の令利のドげ中;I~の決定についてのuí 12 j};_は，タイプー I.タイプー2・タイプー 3

のk'íに「制l-;;-m日にXーがでないiþ~U~J の '11~J {rが，\'~< .逆に[他の令融機関のドげ申'"をみてj
はこの~Iíに低い タイプ 3は他の競争令融機関との競争を立議して i体的にドげ耐，¥を決

定する ~，k;に之しいただし .1， ;1 じ1rI 1'，金利の )Ijí)jj直川でも「一定の)}:;司，ff に J.r:、じて J と「杭1

).jでiJとめるJとではか味合いがiもなる. 1日J.r，.の11(t'Jが剥lイ'rHの利JIJJ.立li'l卜.にあるとすれば

「剤lMl l/U に i亡がでない純U~J の古11令がIfb くても特に|同組だということにはならない.

第 131長のtr代金不IJ改定の際のJ，vl'!でも f{，;述から従ぶされるガイドライン金利」が
53.8%とタイプー I.タイプー2に比牧して1173い数Tを/1:;'している この'i'で，タイプー

lの fUプラtTzのdi場令利」が72.7%と山い数'iをぶしており.di場合平IJに対して敏感に

J.i.J.r:、して綴fが笈われる.

3 ) 組織の1m放j支

外に対する剖l介組織の開放lえをみるために，第141長および第 15ぷにおいて甜lイr1H肱

と剤lifH以外からの1:r/1¥の打診があった場介の対比、をl調べることにする ui 14 j};_の謝l令

11家肱の場令，タイプー 3が「剖l-;;-llの才，liiJでnすJというj立協に伝統的な対比、が35.9%
と他のグループに比べて多いのがめだっ.

また.ui 15去の一般の人から打診があった場介は「一切断るJというかなり柑端に閉

鎖的な対応がタイプー 3で 1"り11ほどある またタイプ lでrH外trli'rで対比、Jが45.5%
と比較的113い'r1ftl介なのがれ 11される

4 ) 験Hのインセンテイプの引きIHし

以初に買~ 16 j};_の戦Hの~紛が人 'J~ 来創iに&:1決されているかという 11/1lJにはタイプ-

3の場介. f完全な 11~功J j-::YìJ体系なのでJ.i.映させていないj が 48. 7% と多いのが 11 につく .

これは第 17.;，えでも'， ;1械で，資材~Jj)(f~;.のための絞賀補助の場イ干，タイプー 3 は「令都i補

助しているjが43.6%と3タイプのなかで.w，:も少なく ，逆の/5、l床の「補助していない」が

12.8%とl止も多い.

ノト述べたいずれの場介でもタイプー3はl戯11のインセンティプをリ|き!'1ftすシステムにJF

けており.J俄Hのモラ lレの，i'J卜.の凶iでは多少Illj泌がある.



'Ji， / / /< 引1I));i1!JIJ 'e将人した占っヵ、けになったこと IJ:Hてすか。

(筏政1"1答"f)

① (:i i1iの1日，月 ① 1也U)山1(，1，I，:，)_:hiliしているのて
② l'-II0riか勺の:wq~ ① その(也

('!lf:t "，'，) 

タ イ プ- J 

7 イ プ-2 

7 イ プー i

11' 1"1 γ三

羽，12 ぷ ';'I'J) ，t3!I/Jを1iっている HJ}(1. ~~.f1lの|、け似の I:Wlfの，)，止U)

H!I¥:!) 1:). I日Iですかの

① lJI合nl::)に1-)，川な J〔e力、でない純1111
① i也の念日生倣!日lの Fけ似をみて
① 千IJ干J'Jを防似て占る革TI¥l1I
① そのI也()1I相'.Jに

タイプー 1

7 イプ 2

7 イプ 3

fm H 

('i、"

事 13 ム t~:J:引IJ を決定する J川、 H をを巧にしますか。(版以i"Iや '1)
(i) 11; J.c J.c flJ ⑦ J丘「刊のJ;')I必の介、fl{

d mlのl也の分地機JY.IU)~(，' flJ ① ドプラオ U)，[，以 ~c.fIJ 
① {"d'からlJtめされるカイドラインけIJ

7 イプー l

y ィプー 2

7 イブ-:¥ 

nI¥ 1"1 

6r 



1弟 /4-J， 111;; i l，(i怖のない人(判1{.t i l の車紘 一 般の人)から n:.I.:の n ，:~が
あったII'iにはとの」うにJHししていますか。(悩紋|引|答可)

1-11:; ( 1不lみの 一切断る ①H!0 Llになってしらう
① (1外([:1:で対lι @ 辿名でl;.[-1 
① 判I{~i 1 の才IIrijて¥[-1 
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草 /i:; Ji 

j;/も 汲

京17Ji 

HI;; II ul九のな L、人(llt<'i i 1のぷ11¥ 一般の人)からfr:I'，
u)1 r，ij;ヵ、Jコった11'(にはと U)ように;rli，し‘して し、ますヵ、。
Oiir.uH守"rl
一仙の人 (I) _ .I;J J ~Jíる ① Hl<'iilになってむらう

① ~ i外 [[:1:て州仁、

ね員の業制を人lIi (f市給)に反映させていますか。

① 光令な~ I~功 l子州 1-1、 系なので Jx映させていない

② ー乃1¥反H央させている

③ イモITIJ(I'-Jに反映させている

タイプ ー l

y イプ 2

7 イ プ-J 

lul !日| ツ三

\ll lir の Jf~l1;をliL t::!している 1M 合 、 通信教mにのよつら

必2!I経Y'iが政協がHIiLVJしていますか。

① 全矧 して いる ① i~lí している

① riliU)Jして いない

タイプ ー l

y イ プ 2

タイプ - 3 

H民 1"1 γL 

!!l.~ I~II答

0.0 

J，9 

7.7 

2.D 

(lPFi. 'X，) 

，tn~ li i] 符

6

3

7

7

 

3

3

7

4

 

(qq:f 山)
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(3 ) まとめ

災協の都di化炭別・ Jt;ィiUJ，I.校別の茸p刊ではいずれの場介も令倣i'l111イヒ品川と、の1"1符には拶i

J，なノTがみられなかった

今後のJ~la続'::~のよL辿しに|刻するぷ IIU に対する 1"1特別の矩l司1) では IPl際な X:がみられた.

次に.l'I1I:JJ1'illをliijJ&したような4つのインプリシットにぷ刻されている組織の的徴ごと

にitllして分析した結米，タイプ 3はいずれのJ1'illに対しても行定的な川符がタイプ

1 .タイプー2に刈して多い

タイプ 3のJt;'Hヰ1が他よりむしろ I"Jいことを与服すると，タイプー3の場令，財務自

で 'll~r: しい)~~l泌が色々試q J 鈴，tkをしたうえで今後のjえ協経't~~' に対して「どうしても対処は難

しい」と1111科してしているとはこの紡-*から読みとれない。

実は'よJ):!IIf能なことを災施しないで，他の金融機関の!f!IJliljにたいする感皮の鈍い政協が

こういi科していると判断するのが妥吋である この点は，今後令融I'IIH化に対する炭協伝

川事業判、"，-i'iの1111科を判断する|ーで併なすべき}，I，(といえよう



農協の金 融 自由化対応に関する調査 員料水産省民実暗合研究所

11週 間県名

竃 tAI号

11入 I!l当 お 極 圏z

a担

[問 い合わせ先)

. 凶名

目 入担当 者 名

吠 寓 月

組合員Il:I個 人} を記 入して下さい 1平ol.2 '" 3月末 現 在]

¥(北 E西ケ原 2-2-1

抱当 ~久 勉 t倒木純一

正組合同 一一一一一一一ーム(一一一一一一____E) 夜組合員 一一一一一一一___l.1 一一一一一ーヱ)
園 風憶を紀 入して下さい [平li12年 3月末 現 在) 1単 位 入)

合 計 | 信用 担当 | 捗然担当

iEa." 

うち 再 任

随時a.州

{在) ~院門 町 担員 依 に 閉 して ! 1. Jt aしている a.興 がいる 喝 古はll.13分析上回 E字 12.5人 等 )
を記 入して下さいー その地口 爽t5:t: !e入して下さい

JI ~!!1 . 震 の 働向

(1) 鼠 III

主 賢也 定 項 目の "嵐 を:1入して下さいー
{脱 出 百万円}

昨年 3月末 昨年 9月末 埠"享 3舟 '" 本'"9月末 "''''3月末
(見込み)

軒 1長

情川 入金|

貸 出金

11価証持

問け孟

うち系 If;

( 2 ) (1孟

r;舎のほp， ~ !è. ^して下さい.
1 ~. 1五 百万円}

町If.3月末 昨年 9月末 本~て 3 月来 本 IJ':9月末
{見込み)

当 1:{任肝;t

;;:JlI仕r;;t

定問 l自主

古

もIf.



--
6S 

2 宜 回目肝孟 町内 ~jJHI 高を記 入 して下 さ い
(単 位 百万円)

町民~ 3 .'1 Jに 昨 年 9月来 本二年 3月末 本年 9月 末 来年 3月末
(見 込み )

定 問 (柱 )

N C 0 

大 口 宜岡

'" '" c 
小口 M M C 

そ の 他

;1'， 2位
口
口

(だ ) r ll:岡 J は .，， :;:JJIと 岡 田 尚ll:ll:岡 田古 E十盆 舗を !G入して下さい.

3 定 岡 n町 盆 の 岡r.'劇 的 孤嵐 を記 入して下 さい(本年 9月 末 }
(鳳 位 百万円)

l月 以上 3月以夫 よ担 6月以上
1 ，三 以上 2 qこ以よ

l月末 r・3月来 H・8月 1 '1'来 r・2 ~ j転調 3 ，手来初倶 3 ，手

宜 同

N C 0 

大口定 同

M M C (江)

{吐) '" '" cは従来宝 田 M'" Cと小口 HI-i C田古 出金額を記 入しτ下さい.

4 軒;j; (日 古口 F聖 堂"肝童 )田口 皮 ;:H，記 入して下さい(本 勾こ 9月末)

古計 一一一一一一一一一_o

5 ~ t!揖 込 決漏 口 E置の 件 置 を !e入して下さい(本 年 9月 ;.t:: ..惚 可}

|附 則 |陀出 |年金 |電気 |ガス l水道[N H K I竃 活 |捜蕉 H¥そ の他|
|件 鐙 1.

0

-1' -1 I I I I I I 1 
(11) r 件 訟 J は鼠込を依 附 さ れ てい る 口 座 の 思を空畦 し ます・

6 町主 !'J回つの :t院 はn:に 向 田行ってい ます か.

① 広 一一一一一一一回
② np， してい 匂 い
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刊
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m
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日
間
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この 】偲r.，(一一一五 ) うち 口由主 ! 'J 貯孟 司 副古 田上 昇 によ る と 忠ねれ る も の(一一~ )
む こう llr.r.・.， (ー一ー一一五 ) うち 自由主 !'J肝孟 町 制古 田上 昇によると思 わ れるも の{一一J )

8 国i1コ ストがよ 興 した t.Il古 どのよう な同応を考 え ま す か 置 先 直 が 高 いoに .lI号そ 2つ
むの 補 に日入 して 下さい
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問
問
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買¥ 1位



(J 1 ~ m筒 :r，盆

~ 111貨 :1:孟 σ3蛾高 を :e入して下 さい. 1・位 百万円)

!'f fl_ 3岡本 " ，τ9月末 毒，'" 3月末 本年 9月末 衆年 3月宋
(見込み 1

信 回:t

うち盆m・間貸 付

長岡It

① 制度賞金

也市 町村 への 貸 付

。 企 社 公 団 へ町 貸 付

@ l‘'展開。‘
⑤自 己 住宅 資盆

@ 賃貸 庄't・随殴資盆

⑦白m・間 入 質盆

@その 他 主 r舌誼 轡賃 金

@ 負債哩理貿 盆

骨 lOt、...旗色
⑪その~

古!t (r.鼠 +路間 }

うち 凶古 貝 {風 向) 貸 付

(it) 1 ① 制置資 金:. H (神 州 11)廊資 金+貝票 近代化 策 孟+そ の他
2 古 :J (昼間 +百 回 ) J IJ. 11ー(1 1 -1町『 貸 出孟 J に 白しまヲー

2 ローン的 関 出 匁'fI， -!:!e)"して下ぎい(本年 9R )本) {思 白 百万円)

lローノ名 |住 宅 「子 同 川ク ローパー r11 11 Iカード|その他|
|件 目 I
|匁 向

三
A
P

ロ』

、

t
t
 

向

の
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そ

下

回

て
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3 同一町内古田 健 ，~について倒勺平によって量判を宜えることそ「 貸 出童刊の押力 適 用 J
と H んてい ~ 'fが " ，・凶 ではこれを実 附 していま fか 11ll:1白石oJl

ID J隠してい 'Jい @ ー定的 !l臥 {判用度等} に正i じて @ 旧rlで決的る

.③と③に Oをつ けられたかたは以下回 4 、9(J)日間にも 'jõλ 闘 い~す.

， ¥相IJ必 川 '<'"入しとのはいつからで す か.

1(. f1 fJ'ら}

:> ~ JJ Js JIJをa入した き っか けに U ったことは何で事か(四日白石 可)

① ~;t 町 11i .. ③ 佐町 民院 が ~I恒 しているので ③ 同古 婦 からの翌日

① その f~ (以係自nに

.6 
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6. j・1)渇則 的 円 ..資 金 IJ何です D'.

① 111盆 ずぺ τ ② 質量 の- ~ (その 頃 合の 寅 孟名

7. ;・ 1)辺 川町孟判 係 (上 剛 一下 限 ]はい〈らで す 釦

8. ;・ 力 通用 ~ n っている 喝 古 盆川 町下げ 緒 的 限度 目 決定 的 柵拠は 向で すか.

① 総 合 111Mに 福崎 fJ ~ t.I1 T怨い Iei!I o !色町金 肥憾聞 の下げ 帽 をみて

③ ドl闘 を 憶保 で き る時開 @ その他(具係 町に

9 ;・ IJ適用を 行うことによって 貿 出回 噌還 に崎 県 があったと 里 いますか・ [主 眼 で!l;fIIです)

① b' !Jつ あ った ①それ IJ りの 聞東はあ った 0 ・匝 かった @ どちらともいえはい

1 0 住宅ローン 殉嵐 に占的る 宜劃盆恥1週 間むのの刷古 Uどれくらいで τか

① 一一一一一一一一一一%
② すべて副主食刊

( 4) 貸 出 盆刊 の;I<; ~ ~~ 

i 貸 出 金利 のと支定は(淡 泊 三f'" ， とは別に l ・爽 よどのレベルで法定され~すか.

① 日 (It )主 ② 廻夢 会 ③ 組 古 見 @ 沼町 自 負 ⑤ 主 風!~ ~ ⑤ 盆 量生Il~

2 ・5近 R也 盆刊 を II，上げた σ〉はいつですか

ー‘ 近{よ If 月 その日 2手 月

3 貸 出童 小l水 蛾 は肝盆孟ト!と 逼酌 さぜてい'"すか

① す〈に 漣勘 苫ぜている ② あるほ 直 (1ヶ月くらい)(])問問を おいて

。濯酌 さぜてい IJい
4 貸 出 盆刊~ ~宝定する .. 古 向~ " '月 にし 1すか・ {傾医 回 E可}

① Ji孟盆 1'1
@ 近 同 町 貝 福田孟 1'1

③ 育 問(])代色町孟 健惚 「池田孟 1'1
@ 長 プう 苓 由市"l孟判

⑤ {~ )Jから 担 示されるがイドライノ孟やi

( 5) 地白 倉 血組 問 と町 鈍 古は 思

1. I!t.ca凶 の ~ m.. J震 を行っている凶 I~ [iを記 入して下さいー {本所が行っている 功 会はそれも古む)

2 電電 内にある 他σコ金厳 ..r.渇 (j)Q; 14 :.i ~ !e入して下さい.

節目 [ } 崎叫 ( I ;r. 2地 IR( ) I~ IQ ( 

11孟 ( ) t<l恒 r:fl( ) その{色 l 

3 地 町 孟 陛組閣 のうt， ~ Il.凶 と 思 む M古しているのはどこですか・ また 貸 出町時合、 どの升 目 で

阿 古 するのか 1¥"'.Jに le入して下さい
Ii古

貸 出

¥1出で 鯛 古 ① 1I~ o 主治(自己ほ宅を苫む) ③ 員 外 '"奨 (買¥1邑宅を古む]

す る升 Jl
@ その 憎( 只~ Ir.Jに



臼

4 ここ 5"'1.1で '1円に討 Ijる 買員凶 町ンエア σ)J:闘 をどうみてい:l.-f 0'ー その 厚 因についても
白闘に le入して下さい

"盆 ① 得 Uている ② " 11 '" 11い ① 下がっ τいる

111.回

貸出 ① 得 Uている ② は 11欄 ばい ③ 下がっている

{停円

5 憎 の ;!;・g帽聞 の "盆 健 tC 貧 1 '1 を杷 a してい~ずか

ri盆 (殉 盆}孟 1'1 ① 正 障 に ② 3昔話まかに ③ 把 !Ii:してい 'Jい

W日'， 1色村 。正 帽 に ② J:i Jj l.かに ③ 杷 質 してい伝い

6 I色町盆 m・8同 に比べて "凶 古町 lI!l患の 縄 出金制 l二10円町に 高 いですか 低いですか，

白紙・ ローン ① 高 い ② 同 じくらい @ 低い

E主ローノ ・ ① 高 い ③ 同じ〈らい ③ 怪い

-住宅ローノ"圏 定 孟 1'1. 2 0 lEむの

7 今Itll出を 伸 ばしたいと旦l っているiJrl 1二どσ〉分 " ですか. J英仏 ~)に記入して下さい.

m 会 砲 自由化の ru<;

(1) rr孟 と 派 出

" 孟について 買 11 1::陸 自で 同便 した 尚 品があり~ずか. ，みる 1i古には その名悼とが)吉を

日入し τ下さい.
111 ~ 陣 { 頃." 孟)

内宮 { I 'I 子~人 r.. 、ドマクの 費 用に克てる

名作(

内 古 [

名作 l

内古{

2 町金 について 純削'.抱i!1，貨があっ~ 1かー ある ill古にはそのほ 送 方痴を le入して下さい.

3 ~ :J:の c之江田 憎開閉" い〈らですか( 1孫 作当り). 
{船 出 万円)

:r-t>l底 恒保 健 也 ('1!{人 貸 出 栂 問('1託貸 出 f~ m貸出

F堅調11t 

Is合 E

;; ..¥ 

~1 灸

開長

主同 &

， l'とれそ i1i!す るために "' ~曹 庵 ファイル 1 C 1 f )を作>l.し ほ追を行っていますか

。いる ② いはい



ョ....._ー
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5 ・冨.."フγ イル以夕、に 貸 出 pt<E.町止めに 情f'iI1lJlを行っている '1古には向 8t具体 的
に記入して下さい.

6 I電院について 拘 B'-!'J 俺虚 方 婦 が め つ まずかー ある 11古には その 只1<問 問古を巨人して下さい.

7 昭如 60 f車以 鴎 貸 出について 術 品 目失 (興風 也 の滋白IJ)担闘派 孟)を行っていますか t1っ
ている 渇 合には その 資 盆 町名 怖 問返を !o入して下さい.
111 t. 伴 { 像画I~ 賓 盆 J 
用途 (検雌 atrJ. とした主治 江~ I~ 婦寄 世乏の自由むローン

陣岡 田担 lttした ② 人 員 σ)1>:.惨 .l 。してい信い

名 杯 {

名 怖 (

} 周辺l ( 

)用 >8. ( 

たつ行をえ換-a 
配由民人主誼の

1
欄

〈・uw
4
6
 

て
宜
し
司
混
同
窓
・
ゐ
L
λ
d

a
凧
よ
還
に
町
例
化
合
由
し
目
立
-m
た
盆
{

随

か

は

す

嗣

年
ま

ω
O
つ

-m
e
あ

綱

"
が

l
昭

と

2
 

2 肝孟 σ) lf t宣 を 唱~!l した wl 古 前 崎 国 とし τ 同があり志すか.

色 h 目 立If !f 

r品問内 E

も怜 世 立". f: 

r品勧 内宮

品作 匝立If ff 

rb師 向 S

3 組合 員貿 信 の U い人{岨合 員 の 玄"" - 鮫 の人}から 貸 出回'"'い古わせがありますか.

める n・合 問い合わぜIJ)tい 実 孟使途{三伺ですか.

凶 古 随玄皇家 ① かえ辺つある ② と き ど εある @ めったに 1，:い @ 主くない

( " 俗的資孟使>8.

一 館 町人 ① か 1，:つある 。とさどさめる ① 由ったに匂い @ 主〈与い
[只u~) 貨 盆 f更 ，t

4 lH古 飼質 問 町 IJい 人(出 古 典 町 広紙 目 白人}から 貸 出向 n~}があっ巳叫にはどのように対応
して L、~ -1か

附古 嗣富良M(. (j) 一切 断 わる ① 岨 古 風 に匂ってもらう ③ 員 外 貨 出で月応

@ 連 名で 貸 ' ⑤ III古 典 的名町で 貸す

- 1$町人 ① ー明 断 ねる ② 岨古 員 に 1:ってもらう @ 両 9¥;貸 出で討応

5 リユツ !!f!σ〉ために匂 にか 貝 u-d'J 1.1 Jft版 作っそ行っていま fか.

① 行っている (時 凪 由 民 体的内宮

① tiってい '1い

( 3 I ..両 町 崎 伐とIi~ について

1 lli 1(. Q 偏 向中 d.tt m 1)1 r:λEい;l-f fJ、

。ttえている ① 沼 えてい匂い ③ 中 ¥11:Jl¥1:!してい U い

2 ~ P，. Q 員 田中 坦坦 ..8 (r: IQによるものを 除 < I は 3祝 えてい~ずか.

① r君えている ② 湾 えていはい



J .. ~ を <1 m す る 時 rllll日 " を b ってい :r."r tJ、. t-lっている t.lfjには どのようは H騒 でずか.

u) ~・ 中町 紙 - L\ U φ 掴凶 陸 自由 L¥I' ③ その他の 1，(1'. ( 

Iil liっTいαぃ

， .. W t rI m rる同 公 買 ほ どのように行ってい £す か.

0 ・E官を 過 じて ① 才日 へ 01¥.."" CD 食ta.何 t:， I!iM iCに広告 を ld・E

@ .f スター σ) ~ iT: 匂 U コミ r!iI '" ~‘ n に l<使 で ，庭 内を 4 る

o iの 他 {貝“ 町 内 有

5 3i 随 臼由化 を そ~:O して 悟m・賓 の 部門 で 通 古書 l搾 rl' (~ よ現 存 ]以夕刊の 衿 }j IJ '，̂ Hi ，.モ行ってい
J 智 治、.

行っている 同 憾 の附s( 

。 "1に1)って " い 匂 い

6 ..成 町 長周 t人 ・ 1・ 枯 }に反 映 さ vてい .t Iか.

立主 fJ tt- 明 I字 ~1 U Ji-臼 ので反 処 さむてい Uい (2) -~á 暁 さぜている

。 主 '*'町に圧 映 さゼている

7 隠 M 白人 ・ ローテ-:/ 3 ノ的 悪 円l'1;1 (0・1て す か

スペノ・リスト ~ ~ ;t. ["1 <!l ゼネラリ λ ト丙 ，<志向 ① どちらともいえはい

8 .n '.:た(l己入砲吋 f， lが n関係必 として 官 時 日 t ~ している孟 定 問fi. の r~ OG 刊t1;名を 匁 え ζ
下苫い

訴也

tft! 

9 U.下町 浜 俗 的匂かで ..~ に む i勾 ずること を特 に 担買 している u のがあつまずか( ii:!白石可}

主 峻 ① 11 ス ~ 1~ CD 自 動.r1!2 (Q @ 大豆"庭 用 車

5 司書 ⑥ そ町 佐 ( 

1 0 'Ii. 惜 の む i ~ {:: tI買 している 14古 迫 (，~ 1曳自 It のよう'.必 現 t ~ .P: L': A 協が "1M していますか.

。 tllしている QI 出している ① 泌 閉してい匂い

11  )Ii吊を とること そ 人 III I ~ 投 に以 閉 さ ぜてい aずか.

① 圧 娘 さぜてい る ③ 演 出 によってIl&明 さぜている φ E暁 させてい匂い

IY .凶 町 !tILi向先 に つい τ

l~ 下回ょう 'J I"e J of 回突 に "'ll 協 は 抱 勺 叫 んてい ~ すか 取 っ岨 ん で いる明日!こ Oをつけて下
さい{河口 由 認 可 1

① ，)ノート 同実 ① 市 民 民摘 。1: 1色伺~ (il 土 厄 区 画自哩

<!il II拾 の E留守備 @ 厄 14加 工 ① 工 l;o'I入 @ その i色 ( 

:t'号 A でに ~ J.i，同究 を阻 つ 叫 んでいる 周 回 に向い~ I 

~H 目 先 にと も U ぅ Il!漏 出 :1;.. が あ っ ~す か . '"つ込したらその 伝病 (.~ f~; 9月ム}を記入
LT下Eい.

1;1'1 ) 
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V 今後 町 風留 について

1 珊 在古 自冊 目 F同盟 が あ っ 1ず か.

。あ る ② fJい

2. 1で f① あ る J 白 湯 古 古 併 によって 周怜 されている鈎 Jl!11向ですか. 自由に :e入して下さい.

J • f演の 配 克として 鋲 し〈円いたい 廼扇 町 穐盟 があり 1 ずか.

I.B  

I Ul略同'1.

H翼民同保

lその 櫓

，.."町 内 S

。・4の自己 資本 比 窓 t犯人して下苫い.
年 月 現在}

5 (実用 ‘区長 以%で 伸 ばしてい εたい ・ 援 がありましたら 具 体的に記入して下さい.

6 盆a陸自由化によって 鳳凶 臼富 田 恵 化が 吃之 され'J.ずが あなた(記入担当 者 )はこのことについ
てどう 考 え ま すか. その l!lillむ le入して下さい.

I1.mllllr1でJjJ:lて ε る P堅固包 { 

② 創 凶 主体として l'n J:lて き る 5理由{

@ どうしても対 J!ll'健 しい 理 凶{

v1 t五周 い

阪 に@し!p.ありませんが以下町 内 も問打していただ〈ょうお 闘 いします(!e rr. ，三 原 守します. ) 

① '. u:町 盆 刊 爽

@ 肝 孟 貸 出向 性 日 爽 金的 担岡

。孟判的 側 t)'" mそ している 喝 古。 その 担桝

こプ ばち プコエベ 括支こ迂るつ力宝とうこごさ「し、ましプ三.
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2. ア ンケートにみる農協合併の現状と問題点

(1 ) 対象災協について

lY，j利 55{j:}立から・l勺ぷ2{I'.}立l.lWJまでの 10{I・/11]に合併を粁!験した政協を「合併i政協」

と l呼ぶことにして 224 幸1[1l-をリストア ップし，さらに liiJlf.JJ~J に介。!を経験していない I ， 'J数
の此/:61，を 1)/ :合併 j位協J として令1.1 17 都府Y1V}の 448 1，位協に品~1l'ぷを発i羊して I制作を引っ
た.

111 1終決協数は介自tJ~1必が 164 剥l介(1111 以与が 73. 2% ) . )J:ィ';1!U::ltaは 137調[1l-(11I1Jj)(咋1
61.2%)であった.

(2) Jii純集日|紡-*の概主!

アンケート品(だおよびアンケート結決のIji.純:Us，n*，'i.!j;ーは介併 ・)/介。↑ともに.，，;'(*に付衣
として似，jOCしたので詳 しくはそれを参H刊されたい ここでは紡徴的な}，'，(についてのみ ii~す
ことにする なお. l"'i./';'に共通の1'tIIlJ項目については比較対照のために I ， ;Jーのぷに併 i:~ し
た.

1 ) 概i!L

九t初J にイ干釧 J誌協と)j:イ';fJH此 l必の概況について J ，!，j./';' を比較検討する.まず，従業地域矧i\~

の ~l 次分知 (HR1 ) であるが.I，t，j./';' とも郷 dj的地域の農協が多いことは変わりないが，

合併農協は 2 得 11 に"'JlUJ;V~地域が多く. )J:合併は、1<地農業地峻が多い.また.JIイ干併は
山11日従来地I或も多く，地域的には介。iーよ りも分散している

次のイ'JR2から十jぷ5までは，いずれもなんらかの政協の炭伎をがす指燃であり ，、円然

ながら合併J位協の)jが大きくなっている.'Jr;駐1)(械の範凶作jぷ2)ではJI:令官Iのうち，

dî町村1)(域ぷii!liのものが依然として 35%ある ー また，組合L~数 (付ぷ 3 ) ー職L1数(1.jぷ

4 ) ・貯金.U:I¥令(イ.JR5)のいずれをとっても令併j立協はJJ合併jJ2協の 2.5-2.8併の

，¥11.佼ーになっている これに対し，役L1数が 1.5併であるからl俄H数にはあまり変化がない
が，役L1に関しては)'，:1:のfT刻化がなされてはいるようである

2 ) 介仰jJE協の紡-*(令嗣11'1111化と今後の}説明を除く )

令官f:liifに!日l符したい111'Ji;r::への効果を小lぷ 10でみると，優先彫i1'):1 1すでは以倒的に 1，¥11.

伎の拡大による幸子't;~'効守f化 ・ コストダウン」が多い. しかし.ti 11すべきは「金融機関と

してのイメ ージアップ」という 1111科が比蚊的多いことである.j.iJ1f.yに:J::施した尖態調伐の

紡-*でも，戦L1数の数が多いとスペシャリス トをftてることがIl}能になるという立凡をし

ばしば11にした.

イ';jjf抑足U.のIIlJ題点 (イJぷ 12)は第 l付にあげられたのがIfiflU，¥ち分の調整」で.1役
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L 1人'Jiの訓幣jがこれに紙〈

次にイ~iJf がÌ'.i l 的としている脱般によるコストダウンについてのむぷを小l ぷ 13 で F制作
した );l，I.般から述位!される数7・では令制山のfl1{;~iが l 需多い

l止i&iな);l，I.{見(小jぷ14)では幸11介Llで9，000人， Jt)，令 1，000iOJ' JというのがH;iいているN

:li!的な脱校ということになる 7日助役Llの欽が多いが，これは)/常勤のfll!'Fを合めてぷ人

しているものと.lJ.1.われ， 'lirl副i!!iり受け取ることはできない.さらに，I舷む止ti適趨な lがjドLj業E引lμ以バベ一域の範
IJ州1刈Hでは r rバ山h打il川l町町村lμ吐域と一1欽次」 というl'い川"川'1才衿終4年;が1.待併多い このJ人
分1飢1抑IJ1瓜11υlにしてF州I!池泡似!(的内な l引lドI-;決佐削|μメJ域或の範U川Hをク口スさせたのが到第'i18 ~ぷ己である . これによる

と，J)1イlの引l:/x)¥主がr/illlf村木ir:l.iの炭協を除けば，五日イiの'Fl:1メ域がI止適な鋭校というこ

とになる JJl.:lk i'j'Æ'}\~の結決で ， さらなる脱校拡大に対して疑/Iij を持っている採 fが貌わ

れる. ~，iU;~協の 1主主主以上がr/i町村の~J政IX)lXと-f'，.{していることが1，Jぷ 14の紡'*に反
映されている

肢も興味があるイ~1J~の"川Ui (小jぷ18)では「大いにメリットがあったJと「介官iにf'y，う

れfl!と比較しでもメリットの)jが大きいJを合わせて介併を i'j}i;'(1'0にz可制するものが49%

と下数lIlIある 他)j， r介餅五カ月!ーが.!Jlれるのはこれから，今判断するのはI時期j尚'，'.Jとい
う1"1終も 35%ある 尖態F制作でもイ~Ð~の効'*が本、'í に現れるのは 10 "1れ反かかるという

，~-J~が多かったのでこのが;*ーにはうなずけるものがある

'よ際に合併した後のもiJ1 J 'J ~業のメリット(小L& 19)では「刻伎の拡大による続伝効準化

コストダウン」が肢も多いのは介併liiJに期待した紡米(小lぷ10)と1"'11並であるが，構成比

は48.2%と十L&10に比較して 20ポイントも低卜している これに対して， r金融機関と
してのイメージアップJや「余俗金illJlJ能)Jのli'JI'.Jは構成ltがHR10の21;)0，:になって
いる.

逆に次のイJぷ 20では令官1にfドう川紅iを凶iいている.11¥i:はよく"われる「剥l令と剥l1r

L1 との 11りに 'L、ßI!(~)な距離が'1 じた」で 50% を r'i める ， 広域令官!の場介 /Iij .:tríにされる rr/i町
村との辿絡が燥しくなったJは3.7%とな外に少ない

尖際にイ在日虫山一のmf患にt!!(iγfがみられるのかを十jぷ 21で1'lIIiJしている.この'1'でイパ川'Ji

J主総利径が鉱大するのは1¥'VIしているから、'i然といえるので，尖質的にはj'j己資本比中以

外は改作されていないといえる.この}，'，(もイ干例似b，*が現れるには|時11リがかかるということ

の):，0決とみなすことができる。
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芽、 10'ム 品川の。JIでじくl必jlJ・Iは>&r..( 'Ji;<とI;{J;誌の事ulJfl

車投 t， され ;o (! '1. 
現在の11¥，南区立

川・， [，:市、町It包域川 di苛rlls司
;-I薄「打包よ設

部門区 地合
と一致 を尼λC¥ld) l;i、上県'*<)1 県下内 不 明

c3: '* '"摘
1 G.' 9 67 57 1 5 1 2 h. C仁
1000 5.5 109 348 91 2 ， 73 

市町 付区 立;;.屑
) 1 9 13 3 2 3 

1000 290 .¥ ! 9 97 65 )2 9.7 

市町円区喧と一致
88 。 ， 8 26 7 2 5 

1000 。。 54.5 295 80 23 5.7 

前 置T'jlZ'I'r l!!え 32 。 2 23 4 2 
闘の区 司長川 1000 。。 6 ) 7 1 9 1 25 ) 1 6，) 

5 。 2 2 。 。
間町区 司 以上

1000 200 。。 。。。。
" 00 40_0 

8 。 3 
不 明

3 。 。 2 

1000 。。 )75 375 。。 。。 25.0 
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3) JHi併以協のがi )j~ (イI):脱1'1111化と今後のM引を除く )

令官1 決|渇と if(依する ~JnlUが多いので111 1科に引微がある }，'.i のみとりあげることにする

今後の合併の J'A(イJぷ 30)では， fJJlイ1:，i!'Jllliがjj!，qi '1' Jとはlイl，jj!Ai'l'，ili，1Iiはないが，
近11'1'に浮卜してくると辺、われるjの介，iIで 75%のjえ協が今後の令官1をF定 CHJ.l)して
いる . 劇場ßt附でのイ~IJI の )!U!kの動きが焼われる .

その際に令官{を指進する主体 (十lぷ 32)とイT仰の'1'心となるJI!l協 (小lぷ 33)について

の1'111¥1では， f i立|必の lイ-t:tU (56.3%)で合併をjf(進し (付R32)，しかもその場介合

併の'1'心となるのは「脱伎とは関係なく，強)J'なリ ーダーシップをねった人がいる辺協J

(44.8)という 1"]符がえられたよ際に令官fしたj込協の1"1符とはだがある (小lぷ 8，1，1ぷ

9 参)!(O 紡~にな っ ている 介。f:lji/に与えた.f'1l匁!と現J:の走が現れているともいえよう .

イ干!Jfした場介のf1!.!される機十11，&縦の内科 (イナぷ 37)では， fWll折、'i戦jlの大中1'¥な人

' J ~Will由」という 1"1 :1'干が 26 . 2% しかないが， )-:1祭にイ¥"fJfした炭協では 76.7%で行われており

(小lぷ 16).引liiJの1，:tLlとJJ1'J::の令官|雌j止の厳しさの迷いが税れている.

この他興味深いのは.k(:過と }~l、われる WIJ'F:住の鋭校の;Jc準 (付ぷ 39) に|刻する f'I1 I\1 で

ある Jj:合併j込協が frli町村I，(J或を舷え.i，'fIの|メー域本1削が40.1%で 11¥i:なのに対し，fT

例 j災協 (利ぷ 14) ではより狭いf~~ijの「市町村Ix:域と一致」が 40.9%で 1 1>1: になっている

尖際に令制した後の絞験では 'J~J:: 1メ域と行政|メ峻が一致することが明ましいと与ーえている

ようである

4 ) 令倣1'iIl1化と今後の以下'1':(介。1. )1合側共通)

:fJ<:々がJUもti:llしている，令倣i'l111化対比、のT段としての合併のイji7Jtl:(小lぷ 24)につ

いては， 日比もイiガJな手段J. fイ1幼といえる」イ7dlで令餅j立協で95.7%，Jhi倒で 89.8%
が幼米をdめている 尖際に合併したjJZ協の)jがその;判合がIfJぃ・FJj<itllされる.
さらなるい)IJ'F~の発JJ{のための1:61， 1 ， 11組織のあり)J (1，1衣 25)にl剥しては，令官↑ JH'r 

lJf:)災協とも 4'，li1l以 1'.:が，今後のイ，1J1J'F:f'iのためには「協1，11組織の形態の縦持にこだわらず

に 'J~:匹以IJflすべきである 」と第 11¥i:にあげている これはやや捻くべき紡~であった .

よって，1"1終のJI[，Q":をさぐるためにE この1"1終をした農協に追加l'lllUを郵送した.その結

果が1，1ぷ 26である 尖は株式会~I の形態までを)-:際に芯 i;i~ しているのは 1 '，~Il にみたない

ことがわかり ，小lぷ 24を10(.むにはii守口、が必史であることがわかる.しかしながら，現状

の協1，11細l介組織形態に対する不満が広範にかなり強<1'f:'Uすることだけはいえよう .

JJlイ1'.1キL11で掛進されている'1':!.lと会のイ干!JHr'li処!の:)0J1について(十lR28)は， f IまIf)::JJ1

するとJLlう」が5'，li1l愉だが，1，llllSに fVAi!!iり災訓するのは却tしい」も 3'ii1li!.i:くある

段附1"1に|刈i1する必論では，イパAにJVl1-¥すること(小L長29)を)r!I1IUした.乱。i*はJ，I，j;{';と

も第 11すが「余桁令の ìlli JlJ J で知 2 イすが fH'í将 ・ 教育機能」な}，'，!は 1 ， 11 じだが介fjfJ;~laで「怖

干11システムの構築J の}fll介が 16.5% と Jhifjf の 8.0% に比較して川介の大きい 'J ~ Jj{ìU1さ

れる この革'/i* に l刻しては ， 次のクロス~，n紡米で分析しているので参照されたい .
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(3 ) クロス集計結米

1 ) 分創立illの選定

ここでは，政%センサスで)1)いられている民巣地域:gPi'J 准制l0Jl比中 ・JJl{1の'F;(J)( 
J或の純UH' Jti令附肘を分創立illとして選択式の各，没IIUUt，lI'Jjill)のクロス%，lIをおこな

った 分J:iiの数はjえ染地域ti'U刊は「都d@地域J' r'l'地jι染地上長J' r '1'i:U;，えた地域J' 
「山I/Ul立%地域Jの4分Ji'l准割l介Ll比咋~ (准剥l介Ll数*100/組合L1欽イt，nいずれも
悩人)は r30%未満J' 130%以ト， 50%未満J. r50%以I:Jの3附M.!Jlイ1:の・Ji%T<:

城の純聞は rdi町村以域本iiliJ' r dijlrr十JI，-<:域とー欽J' r di町村を越え， :UlIの1，>(域本l絹」

r .1，'11のIx成以I:Jの4分')3iとした.なお， Jti'令附Mについては次の2)で必IYJしている

次に，クロス%;;1をおこなう切味があるかを訓べると1":1床で，分Ji'im11と%，¥1Jji 11とのI:U

に l刈係があるといえるのかのか (1，]'川T の独山:刊が来，tJlされるか)について統，iI'(~J検定(カ

イ1'1来検定)をおこなった.第 19ぷとめ20ぷがその紡-*である.

;t;19.t乙で介例 l誌協についてみると ，;t;lに指摘しておく必止さがあるのはjA染地1¥主類別
准剥l什LUt本・出合附Mで分類したJU協1/日の1"1符に独立性が認められない 1，1.1である.また

Jti'令附桝と'H%Iえ域の純側とのI/Uの独占1'1もない よって， 4つの分茸'!Jl'iIlのうち'II"併jι

協では賞i令防附を分fiJjillとすれば|分であることになる

百~ 20ぷの)H'l'併J;}協の場介，、円r.J..:ながら'H%I吐域の範聞が rdi町村|メ域本渦J，もし

くは rdi町村l風域と一致jに%'1'するのでこれを分額耳illに入れるのは迎、刊ではない.ま

た，他の分fiJjillによって作られた紡来にも， Jti'令J!l¥'IMとI令官i折(;Jlt1:の j:，たるliiJ題点(第

3f>I:)Jの調lみ令わせなど位、l沫のないものがあり， {r9f:lえ協のようなJ:iPi'J化は州航である.

これは)1一合併政協にバラエティが少ないことを).)(1決しているといえよう .

よって，以後は令官f:J~!必に|別してのみ，統，lI'(内に必、l味があるクロス紡米に限定してJtJl1在

する.イ';-ii!12の車8%のうち， 3つはイ在地u曲jの折棋の変化に係わるものである
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分 類項目

川 .Q.葉地~rJ1型

(2) 唯組合員比率月1)

(3) 事業区岐の範包

(4) 貯金階層

ヲロス !.t;ll検).i:花見:一覧<'< (合 ()F "~I!v¥) 

iil:組合員比eC

貯金時膚

集計項 目

日一 2 合併の主たる目的

n -7  合併;在4上の主たる問題点cm3位)
田-8 金厳面の指僚の変化〔貯貸率 〕

ffi-8 金品豊百のf苫僚の変化(有価証券の割合〕
田-8 金駿面のl'iit章の:;t化(系寂頂け金の割合)

ffi-g 信用事長以外で強化された部門

N-1  会刷 自由化対応としての合併の有効性

良実地域rJ1型

貯金路1面

日-6 合併K期待した信用事莱以外の音色門

田一3 合ili-l'Cよる俺限委績の笈化

田-8 金舷面の1冒僚の変化(貯貸主 )
田-g 信用事莱以外で強化された部門

"'-4 中央会の合併情忽の実現性
N-5 倍速K期待するιと
貯金階層

日-9 i在通な事莱区域の起盛

田-6 合併K伴う問題点
W-3 今後の合併の子定

A，草地域類型

I!t組合員比率

事葉区勾止の五五回

日一 1 合併の種類

D -2 合併の目的

田-8 金般面の指僚の変化(貯貸主~ ) 

田-8 金般市の1官僚の変化(有価証券の割合)
田 8 金風面のJ苦僚の変化(系統預け金の富IJ合)

ffi-9 信用事業以外で強化された部門

"'-2 品同組織のるつ万
"'-3 今後の合併の予定
W-5 信連K期待する ιと

庄.カイ自乗検定で介類項目と集計項目のE虫立性が 5%水準てづ眠却されたもの

77 
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第20ん
7ロス;t，11倹定結果一覧表(非合Of}:J1協)

分 対 項目

(1) 成東地以~型
M¥ ~ I項目

~LW合員比率

I-~ m:l良区以の町四

(2) 准組合員比，l:
日一 13 他の合併~fY，の IT 自6
!'JH誕地域JJj型

貯金陀!面

目-6 イi;JI:j)jJj匝以タlで合Orf'CJUlf寺さ九る官官P'j
D -1  3 他の合併i/!(協のHffifi

(3) 貯金時層
Xi総合i司 Jt 'l-~

日一 l 今後の合併の子A:

日-6 ィ~m事業以外で合Orf'C期待される昔日f'J
Eー 7 合併位進上の主たる間短点e;:IT3位)

a カイ自乗俊足で分類項目と妓aI 項目の独立役が 5%水地で~却されたもの
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2) ttj'令附1Mによるクロス1IS，n紡米 (ifjjf:l.足協)
Jtj'令伐 I~'~の [x 分は‘[~Iぷ 3 イド 3 J JAく I~.f l ，i でのJtj'令伐 lfJJ により， 100 j立川ぷiJ:q.1001!:l":[')以

['.300f:Q:川木尚 ・300似川以 ['.500似['U、湖 ー500f.Ci川以卜.の4附Mに分'lt'lして1IS，i[した

サンプル数はこのjJ[f(に 43'51・23・47となる.{r釧必l必でも全サンプル 164のうち， 100 f.立

本11両の小規校jA協が4分の lをIliめていることになる

それぞれの附桝のJ従業地域茸tJ\~をみると(約 J [:;([) トーの附附ほど有[ir[i的地域の対介が大

きいことがはっきりしている これは准制lifLl比中でみても[，'J，fJ(第2[刈)で3001!占川水

1的の附Mでは准組作11のHIJ令が、「分以|のjぷ協の川イ干はt刊川であるが， 500低['J以上では

43%の必|必が准謝l令11比中が 50%以 lことあj Jl.日(~)である . Ijij.iAした統川紡J社でも以イナけられ

るように， 500低川以上のj及協は郁di的地域にイ[:イ1:し，准制lイi-lHt十'が，:ぃ、という関係が

19)伺にでている.ただし， 'J~ X:;[メ域の範附 (~3 [立1)では ， r r[i聞l村|メ:域ぷiillJと rr[i町
村|メ域とー欽」をイ~Jn した'，'~Il í'fが 300-500f.Q:川のj刊で52%なのに対し， 500 {立川以 UM

では 58%と辺になっている このことは，'J1:則正域のjムさと貯合'"とが必ずしも相関しな

いことをノドしている.

次にイi-Ofのfij;.茸iと11(~)を第 4 1:;(1と第 51耳|でみてみよう 300位川本満の2つのMでは対

等令官Tが9'， I~J以上を，Iíめるが， 300 {O:l":I'J以上では8押j以ドである 合併の11(~)の )jが[nl科

のZーが19J瞭に/1'，ている.500低川水j前の附では合併の1I民jの第]j立は rt¥に金品自fllll化を

広"~せずに ， WlJ'JiX:;の安定 強化のため」であるが， 500 {Q:川以['.附のみ「特に令制1i'1

11I化を立』殺したものjがわずかの万:ではあるがめ i似になっており，令融1'1111化対止、とし

ての介。!というもi:iri:づけが19JulI化している

第61:;(1.u\ 7 以1 ・ ~8 1xlの 3 つは合同虫指株[újの劣化である 貯の咋tの会化では 500{Ci:川

未I怖ではすべて「ド終Jが rIJ'IJを卜'.["1っているのに対し。50∞o{低立川以 l上桝のみ[日|上'.HJ
が 「卜均務与」 を ["，["1つている 余4桁持令i迎j主s川に1山1り1めるイ仇i官制仙仙11町Ij;;以刈iI川d主券手の;訓甲判lげイ令干では 30∞0低川以l仁二1¥'1γ¥'1で1
霊鍛史以 l'がIml円qω』加Hしたと/::1'川I日叶'1才衿終4キ;している e 、 I~然これとは逆に 300{o立川以['.のJ12協では系統f(lけ令

の押l合が減少した訓令がドの肝fl1'1よりも11.むし、 民約すると令倣印ーのt行株ではJtj'U'咋tでは

500位川M，イl官ItiiiJEJf.系統百lけ令は 300{Q:I')Mが愛化に|対してJJーが'1じる階桝の分かれ

11といえそうである 別にJt;'11'中に|刻してはその 1)11皮肉が|川定化似維の宵1)令が附えたこ

とによるものではないと似lとすると，本の卜.11はイ，fJll')iX:;ーによる利併に;汀']するわけであ

るから ， 大J;l.l.絞M と他との粁，:;~.の体)J のl~が拡大する IIJ 能1"1 をノJ、 l唆するものといえよう

ここまでは iとして{，illJ'FX:;を小心として紡米をみてきたが， ~9 1百iでは令官f によりい

川，)~ X:;以外で峨化された部I"Jを質Ilijしている指導下X:;が令附Mで訟も咋I)ifが多いが， 500

f.C!川以 I'.Mでは共済部門が21%で2併11にN:ir，'し，他の附肘よりも古1)i7が多い.イ干併によ

るイ"川')iX:;とJU汁jLJ佐の相来先1).*が大);1M比例で'よ刻している IIJ能1"1を淡わせる

u¥ 10似|のWIJ'jiX:;を党以させるうえでの協1，')組織のあり )jにl対する1'l/lUでは， r協|寸
劇lイ干組織の形態の維持にこだわらずに'FX:;I.版協lすべきであるJが300-500依川桝で 17%
と，他の附桝が40%以 1'.'なのに比較して桜端に小さい逆に 2待11の選択肢の「税制由労
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の{量i凶約irfは雌11されてもかまわないのでnlllにやりたい この場介，協1，;)剥l-0-組織の形

態は料品ーする Jが43%と他よりも多い この'W.tがイ，，/を，色、l床しているかは，はっきりし

ない山iがあるが， 300-5001.0:1')という脱般は'1'途、r端な大きさであり，漸進[内な変化をボ
めているとも"えみ取れる

今後の介。iのμlilhjを付ねた!t11 1:;(1では 300位以 I.lMで「、竹山口I-Jllljはないjが過Tを，Ii

め，介側抑j[が 11交法しているかのようである これは，各~， ~-(J) 'I ' V~会の策定している，ij

Ilhiとはやや-1'Ji'iしているが.1')tIfrをfI{保したい.

以後に!t12似|ではいi止にWH，¥することを賀川した どの肘でも余桁令のj!J:川が第 I{>)
になっているが. !t 2 f>i: ~こ 300 似1' )未満の附附ではiÍ': llhj ・ 述絡 ， ，~，1核機能や指導教ffに多

くをJUJt.、7しているのに).jし.300 ~剖' )以上では的十世システムの桃築が 2 '，~Jj以上を Ilî めてい

る.イパAにとっては規伎の;R;いによって列なる俊能を求められることになり .llul-的なN

!.i:‘では処:fll!できない難しい状況をぶしているといえよう .

(4 )ノl、J月

kl:1去にクロス:lIS，ijのJぇ干I，I，'.(もv;-め，以ドの3/.(を述べてここでの結びにかえることとし
たい

1 )必協をいくつかのJ，I;i¥f'に!!(!らして分'ftjし，クロス:lISi1rをおこない'l，lj)¥'J化するという
竹~は，W(イf の;;:t;K地域矧刷や准組合H上ヒキ~ ， Jtj ィ~kl.!校てすを分創立111 にするだけではィ、|

分である.ただし， RY令鋭校で附桝に分けた給品~には比較的制j逃がみられた いずれにし

ても，ノト1"1 はできなかったが災協を'l，lj)\~化する際のなんらかのJL叩a を JI}検 J-tする必安があ

ろっ

2 )統，;I'，，{的にみて，防!凶によるi主いがあると rj)断された111111ではItj令規絞 300依川以

|ーの政l必とそれにi主しないJU協とのIIIJで況がみられる場介が多く，令官1をめぐるIllJ泌に|刻

する限り ，300依1')が分岐点になっている

3) }I 介例 j民協では色、l味のあるクロス:lIS，ij が1~; られなかった . 分:ij'jJ!i 11 の検討が必'ttで

ある
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